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市
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
住
ま
い
の
女
性
で
す
。
彼
女
は
、
主
人
や
盲
ろ
う
者
の
仲
間
と
一
「
私
は
か
わ
い
そ
う
な
人
に

一一

一

厳
し
い
暑
さ
が
続
く
毎
日
で
す
小
学
校
入
学
の
こ
ろ
か
ら
視
力
緒
に
来
室
さ
れ
ま
し
た
。
は
な
り
た
く
な
い
。
だ
か
ら
仕

一

＿

＿
 

一

が
、
い
か
が
お
過
こ
し
で
し
ょ
と
聴
力
を
失
っ
て
い
ま
す
。
そ
私
と
の
話
は
、
こ
主
人
が
話
事
を
し
た
い
。
最
高
の
幸
せ
は

一

＿

う

か

。

し

て

、

盲

ろ

う

者

の

た

め

に

介

の

内

容

を

手

の

ひ

ら

に

指

で

書

人
の
役
に
立
つ
こ
と
」

一

一

一

一

市
長
就
任
以
来
3
カ
月
。
新
助
施
策
の
充
実
を
願
っ
て
、
ご
い
て
進
め
ま
す
。
し
か
し
感
動
障
害
を
バ
ネ
に
し
て
、
明
る

i

一

く
強
く
、
そ
し
て
人
の
た
め
に

一一

一

し
い
人
事
体
制
に
組
み
替
え

一

i

て

、

来

年

度

予

算

に

向

け

準

備

す

人

の

役

に

立

ち

た

い

働

こ

う

と

い

う

生

き

方

に

圧

倒

i

一

作

業

に

入

っ

た

と

こ

ろ

で

す

。

さ

れ

ま

し

た

。

―

一

こ

の

間

、

と

て

も

多

く

の

人

で

日

野

市

長

匡

-
m『
弘

融

嬰

は

決

し

て

「

弱

者

」
で

i

一

が

市

長

室

を

訪

問

さ

れ

て

い

ま

長

は

あ

り

ま

せ

ん

。

む

し

ろ

、

私

一一

し
た
の
は
、
彼
女
の
明
る
さ
と
が
考
え
て
い
る
市
民
参
画
の
市

一一

一
す
。
い
ず
れ
も
印
象
深
い
方

々

市
~

人
生
観
で
す
。
こ
自
政
に
お
い
て
、
主
役
を
担
っ
て

一

前
向
き
な

＇ 
は

一,‘
 

ニロ
ロ
〔
一
〗
〗
い
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[
エ
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►
伝
統
漁
法
を
実
演
す
る
多
摩
川
漁
協
の
皆
さ
ん

（昨
年
）

1997年
（平成8年）

第924号
8/1 

毎月 1日・15日発行

発行／日野市

編集／企画財政部広報課

〒191東京都日野市神明1-12-1

市役所の代表電話 0425(85)1111

案内図

伝統漁法公開会場

原
爆
の
日
に
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

8
月
6
H
（
広
島
）
、

9
H
（
長
崎
）

古
来
か
ら
の
漁
法
の
保
存

・
伝

承
に
努
め
て
い
る
多
摩
川
漁
業
協

同
組
合
日
野
支
部
で
は
、
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
20
年
代
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
「
日
野
の
伝
統
漁
法
」
を
、

次
の
と
お
り
公
開
し
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
川
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
の
輪
が
地
域
に
広
が
る

こ
と
を
願
い
、
ま
た
市
民
の
皆
さ

ん
が
川
と
水
に
親
し
め
る
機
会
と

な
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

公
開
さ
れ
る
漁
法
は
「よ
せ

日
野
市
非
核
平
和
展

市
民
ロ
ビ
ー
ほ
か
で
開
催

夏
の
嵐
物
的

怯
澁
猛
法
径
咎
謡

浅
川
（
南
平
六
丁
目
先
）
で

網
」
・
「
瀬
張
り
」
．
「
投
網
」
・
「
は

ね
網
」
・
「
ペ
ラ
」
な
ど
で
す
。

な
お
、
模
擬
店
や
子
供
を
対
象

に
「
稚
ゴ
イ
の
つ
か
み
取
り
」
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
一
日
、
浅
川
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
日
時
1
1
8
月

3
日
回
午
前
9
時

日
野
市
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
と

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
昭
和

57
年
10
月
8
日
に
「
日
野
市
核
兵

器
廃
絶•
平
和
都
市
宣
言
」
を
議
決
。

ま
た
昭
和

63
年
4
月
1
日
に

「
日
野
市
平
和
事
業
基
金
条
例
」

S
1
1
時
※
小
雨
実
施

▽
会
場
1
1
浅
川
・

南
平
六
丁
目
先

（
案
内
図
参
照
）

※
日
野
市
商
工
会
と
共
催
。

▽
問
合
せ
先
1
1
多
摩
川
漁
業
協
同

組
合
ヨ
野
支
部
（
松
村
6
8
1
.
0

1
1
4
)
／
生
涯
学
習
課
6
内
線

4
 

3
 

5
 

を
制
定
し
、
基
金
1
億
円
を
創
設

し
ま
し
た
。
こ
の
基
金
を
活
用
し

て
活
発
に
平
和
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

こ
と
し
も
平
和
事
業
の
一
環
と

し
て
非
核
平
和
展
を
開
催
し
ま
す
。

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
大
半

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、

広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
て
か
ら
こ
と
し
は
5
2
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、
被
爆
の
傷
跡
は

人
々
の
心
と
身
体
に
今
な
お
深
く

刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

原
爆
の
日
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
世
界

の
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
念
し

て
、
広
島
市
で
は
8
月
6
日
困
、

長
崎
市
で
は
8
月
9
日
国
に
原
爆

被
爆
5
2
周
年
の
慰
霊
及
び
平
和
祈

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
式

典
で
は
、
広
島
・
長
崎
両
市
長
か

ら
全
世
界
に
向
け
、
核
戦
争
の
悲

惨
さ
と
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
る

「
平
和
宣
言
」
が
行
わ
れ
、
平
和

の
鐘
を
合
図
に
1
分
間
の
黙
と
う

が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

式
典
に
先
立
ち
、
広
島
・
長
崎

両
市
長
か
ら
こ
の
趣
旨
へ
の
賛
同

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

原
爆
投
下
時
刻
の
8
月
6
日
午

前
8
時
15
分
（
広
島
市
）
、
9
日
午

前
11
時
2
分
（
長
崎
市
）
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
及
び
地
域

で
1
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

あ
の
悲
惨
な
戦
争
を
歴
史
の
遺
物

に
す
る
こ
と
な
く
、
戦
争
の
実
体

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
催
し
を
通
じ
て
、
非
核
・

不
戦
の
誓
い
と
平
和
の
尊
さ
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
こ

覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8
月
12
日
g
s
1
5
日
固

午
前
9
時
S
午
後
5
時

▽
会
場
1
1
市
役
所
1
階
市
民
ロ
ビ

ー
及
び
101
会
議
室

▽
内
容
1
1
被
爆
現
物
資
料
や
広
島

市
民
が
描
い
た
原
爆
の
絵
、
原
爆

被
災
写
真
の
展
示
、
平
和
関
連
パ

ネ
ル
（
市
民
、
ユ
ニ
セ
フ
よ
り
借

用
）
の
展
示
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

コ
ー
ナ
ー
ほ
か

▽
問
合
せ
先
1
1
総
務
部
庶
務
課
6

内
線
432

ま
た
、
当
市
で
は
、
昭
和
57
年

に
「
核
兵
器
廃
絶
•
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
い
、
平
和
行
政
と
し
て

平
和
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
60
年
か

ら
広
島
・
長
崎
及
び
沖
縄
の
平
和

行
進
等
参
加
者
に
対
し
て
費
用
の

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
そ
の
事
業
に
、
広
島

へ
5
人
、
長
崎
へ
6
人
、
沖
縄
へ

15

人
の
方
が
参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

原

爆

犠

牲

者

の

納
（
遺
）
骨
名
簿
掲
示

広
島
・

長
崎
両
市
長
の
依
頼
で

「
広
島
原
爆
供
養
塔
納
骨
名
簿
」
と

「
長
崎
原
爆
殉
難
無
縁
遺
骨
名
簿
」

を
市
役
所
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
、

10
月
31
日
⑯
ま
で
掲
示
し
ま
す
。

1
柱
で
も
多
く
の
遺
骨
を
遺
族

の
も
と
へ
お
返
し
す
る
た
め
、
両

市
で
は
名
簿
を
公
開
し
、
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
方
は
名
簿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

以
上
▽
問
合
せ
先
1
1
総
務
部
庶

務
課
6
内
線
432

8胃の市罠帽麟
お気軽にご相談ください

5日肉・12日閲・19日閲・26日伏

午前10時一午後 4時

社会揖祉
協議会
云 82-2319

1 日（金• |5日（命

午後 1時30分～4時

1日（命 ・15日伶

午前10時～午後 2時

14日休・ 28日困

午後 1時30分～4時

7日沐

午後 1時30分～ 4時

27日困

午前10時～午後 4時

市役所 1階
市民相談室

市民相談担当
ff85-2000 

※受け付けは
午前 8時30分
から

毎週月曜一金曜日
午前 9時一午後 4時

おおくぽ

保育園
同保育園
合 86-1172

あさひがおか

児童館
同児童館
ff86-1184 

7日困

午前 9時30分～正午

14日休

午前 9時30分一正午

市役所 2陪
社会福祉課

社会福祉課
合内線227

教職員研究
室内
教育相談室

教育相談室
ff92-0505 

市役所 2階
社会櫂社課

社会橿社霞
で内線228

毎週木曜日
午後 1時～ 4時

中央
福祉センター

1日金
午後 1時30分～ 3時

1日（針 ・ 1生活・
午後 1時30分～ 3時保健センター

8日（命 ・22日（剣
午前 9時30分～11時

15日（鉛 旭が丘
午後 1時30分～ 3時 1地区センター

健康課
ffBl-4111 

毎週月曜～金濯 日
午前10時～午後 3時

生活・
保健センター

消費生活相談
室ft81-3556

勤労・
青年会館

産彙振興課
ff内線203

毎週月嗜～金嗜日
午前 8時30分～

午後 5時

20日困

午前 9時30分～正午

6日術・13日術・20日れ・27日困
午前9時45分 ー午後 I女性センター
3時 (ff87-8177)

女性センター
ff84-2733 

広報ひのは、古紙を利用した再生紙を使用しています
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障
害
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
の

い
る
家
庭
の
方
や
ひ
と
り
親
家
庭

の
方
に
、
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
末
申
請
の
方
は
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ず
れ
の
手
当
に
も
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
、

所
得
制
限
額
が
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
今
ま
で
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
も
、
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

B
野
市
環
境
緑
化
協
会
の
事
務
所
が

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

：き
ょ
う
か
ら
移
転
し
ま
す

勁
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
の
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
一

事
務
所
が
、
日
野
中
央
公
園
内
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

に
移
転
し
ま
す
（
新
事
務
所
で

▽
所
在
地
1
1
神
明
2
の
13
の
1

の
業
務
に
つ
い
て
も
、
き
ょ
う
（
案
内
図
参
照
）

か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
）

0

▽
問
合
せ
先
1
1
閲
日
野
市
環
境

ま
た
、
新
事
務
所
内
で
は
、
緑
化
協
会

(
6
8
5
.
4
7
4
0
)

▽
対
象
1
1
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
日
野
の
植
物
写
真
の
展
示
も
行

=-=＝=-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝=＝＝＝＝＝
＝＿
-＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＿-＝＝＝＝＝
＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝
＝＝＝
＝=-＝＝＝＝=＝＝＝＝＝
＝＝=＝=＝＝＝＝＝-＝＝＝-＝＝＝＝＝＝
-=
=-＝＝＝＝＝＝＝＝-
=＝＝＝＝
＝-＝＝＝＝＝＝＝＝==-=
＝＝=
=＝＝＝-
＝＝＝＝
＝-＝＝＝＝
＝＝＝
-＝＝
＝＝
＝＝＝ 

南
平
丘
陵
公
園
で
自
然
観
察
会

夜
の
生
き
物
た
ち

▽
参
加
方
法
11中
し
込
み
不
要
。

当
日
直
接
、
同
公
園
管
理
棟
に
集

南
平
丘
陵
公
園
に
は
、
多
く
の

毘
虫
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
夜
の
毘
虫
た
ち
の
生
活
を
観
察

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
カ
ン
タ
ン
の

美
し
い
音
色
も
聞
け
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8
月
23
日

g
午
後
6
時

30
分
S
8
時
（
雨
天
実
施
）

▽
会
場
1
1
南
平
丘
陵
公
園

▽
指
導
11神
保
一
義
氏
、
神
保
宇

嗣
氏
、
片
岡
尤
二
氏
（
い
ず
れ
も

日
野
の
自
然
を
守
る
会
）

障

害

手

当

闊通目副祉の手当兎一部紹介[

障害児の家庭に障害手当、特別児童扶養手当

ひとり親家庭等に育成手当、児童扶養手当

弱やき
磁区

す
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

①
愛
の
手
帳
1
S
3
度
程
度
②
身

体
障
害
者
手
帳
1
.
2
級
程
度
③

脳
性
小
児
ま
ひ
、
進
行
性
筋
委
縮

症
の
児
童
で
一
定
程
度
の
障
害
が

あ
る

▽
支
給
額
1
1
申
請
の
翌
月
分
か
ら

1
人
に
つ
き
月
1
万
5
千
500
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
11次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

①
愛
の
手
帳
1
S
3
度
程
度
②
身

体
障
害
者
手
帳
1
S
3
級
ま
た
は

4
級
（
下
肢
の
一
部
）
程
度
③
早
期

幼
年
自
閉
症
、
精
神
分
裂
、
そ
う
う

つ
病
、
て
ん
か
ん
、
頭
部
外
傷
後
遺

症
、
腎
・
肝
臓
疾
患
、
心
臓
機
能
障

害
、
血
液
疾
患
、
呼
吸
機
能
障
害
等

で
一
定
程
度
の
障
害
が
あ
る

をてを
掘炭材公
つや料園
てきにか
‘ を ‘ら

松しド出
ぼま ラる
つすムせ
く ゜ 力ん

悶農姜乳参厠者募集
柳‘使枝
の 穴つ 等

▽
対
象
1
1
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

①
父
母
が
離
婚
②
父
ま
た
は
母
が

死
亡
③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

害
者
④
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上

生
死
不
明
⑤
父
・
認
知
の
父
ま
た

は
母
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
（
仕

送
り
、
連
絡
な
ど
が
1
年
以
上
な

い
）
⑥
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
出
生
（
認
知
さ
れ
て
い
て

も
、
認
知
の
父
に
扶
養
さ
れ
て
い

合
※
児
童
は
保
護
者
同
伴

▽
持
ち
物
11
懐
中
電
灯
※
長
そ

で
、
長
ズ
ボ
ン
で
参
加
を

▽
問
合
せ
先
1
1
公
園
緑
政
課
6
内

線
361

枝
の
炭
も
作
り
ま
す
。

炭
や
き
を
体
験
し
、
炭
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
夏
休
み
の
最
後
、
親
子
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
30
日

g
午
前
9
時

30
分
S
1
1
時
30
分
（
仲
田
小
正
門

入
口
前
に
集
合
。
小
雨
実
施
）

▽
会
場
11
自
然
体
験
広
場

▽
講
師
1
1
杉
浦
銀
治
氏

育

成

手

当

▽
支
給
額
11申
請
の
翌
月
分
か
ら

重
度
の
場
合
…
1
人
に
つ
き
月
5

万
350
円
、
中
度
の
場
合
…
1
人
に

つ
き
月
3
万
3
千
530
円
※
障
害
児

が
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
、
一

定
の
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

等
の
場
合
は
、
受
給
で
き
ま
せ
ん

を
経
過
す
る
と
請
求
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

▽
支
給
額
1
1
申
請
の
翌
月
分
か
ら

児
童
1
人
の
場
合
：
月
4
万
1
千

390
円
（
一
部
支
給
の
時
は
月
2
万

―― 

__ ＿＿＿＿_＿_＿＿ 
___ ＿
 
_______ ＿＿＿ 
___ ＿_＿＿＿＿ 
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__ ＿＿_＿_＿＿＿＿ 
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＿-

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
を

東
京
デ
イ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
担
待

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

9
)
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

は
、
親
子
で
楽
し
め
る
夏
休
み
の

選

。

結

果

は

全
員
に
通
知
し
ま
す

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま

し
た
。
対
象
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
愛
の
チ

5
5
2プ
イ
ー

の
方
で
す
。

コ

ン

“
5
扉

ト

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

心詈

▽
日
時
1
1
8
月
24
日
回
午
前
7
時

▽
日
時
1
1
8
月
24
日
同
午
後
2
時

20
分

S
午
後
7
時

(
J
R
日

野

駅

か

ら

と

6
時
か
ら

近

く

い

な

げ

や

前

に

集

合

）

▽

会

場

11府
中
の
森
芸
術
劇
場

▽
場
所
11
東
京
デ
イ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

▽
出
演
11
ロ
ス
・
イ
ン
デ
ィ
オ
ス

ド
（
往
復
、
同
協
議
会
の
「
ふ
れ
あ
と
桑
江
知
子

い
号
」
と
貸
し
切
り
バ
ス
を
使
用
）

▽
費
用
1
1
前
売
り
3
千
円
、
当
日

▽
対
象
11市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

3
千
500
円
（
全
席
自
由
）

家
庭
（
単
身
赴
任
は
除
く
）
※
収
益
金
は
、
日
野
市
社
会
福
祉

▽
定
員
1
1
8
0
人

協

議
会
、
ユ
ニ
セ
フ
（
国
際
連
合
児

▽
費
用
11東
京
都
ひ
と
り
親
家
庭

童
基
金
）
へ
の
支
援
金
。

休
養
ホ
ー
ム
事
業
申
請
者
…
大
人

▽
申
込
み
先
1
1
む
さ
し
府
中
明
る

千
円
、
小
人

(
4
歳

S17歳）

500

い
社
会
づ
く
り
の
会
事
務
局

(
6

円
、
同
ホ
ー
ム
事
業
を
今
年
度
使

0
4
2
3
.
6
0
.
4
4
5
0
)

の
動
き

□[

い
切
っ
て
し
ま
っ
た
方
…
大
人
3

千
円
、
小
人2
千
円
※
昼
食
、
お
市
長
~
．

土
産
代
な
ど
は
自
己
負
担

▽
申
込
み
1
1
8
月
8
日
画
（
必
着
）
▽

1
日
11
日
野
市
た
ば
こ
売
上
増

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、

電

話

進

対
策
協
議
会
総
会
（
中
央
福
祉

番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
▽

2
日
11
日

7
月
15
日
号
の
「
教
育
長
と
教

▽
定
員
1
1
4
0
人
（
先
着
順
）
齢
、
参
加
人
数
を
記
入
し
、
日
野
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
福
祉
大
育
委
員
の
紹
介
」
の
記
事
で
、
教

▽
申
込
み
先
11勁
日
野
市
環
境
緑
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
〒

191
日
野
会
（
市
民
会
館
）
に
挨
拶
▽
3
日
11

育
長
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

化
協
会

(
6
8
5
.
4
7
4
0
)

本
町
7
の
5
の
2
3
6
8
2
.
2
3
1

青
年
海
外
協
力
隊
員
（
ザ
ン
ビ
ア
た
。
正
し
く
は
有
元
佐
興
氏
で
す
。
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ー
ー
障
害
を
抱
え
な
が
ら
も
毎
日
で
す
。
そ
こ
で
夏
休
み
期
間
中
、

9
白
い
ハ
ン
カ
チ
と
障
子
紙
の
の
就
労
の
場
で
あ
る
「
サ
ン

3
-
i

――
 g

努

力

を

続

け

て

い

る

方

た

ち

の

高

校

生

の

通

所

者

と

一

緒

に

遊

寄

付

を

シ

ョ

ッ

プ

青

い

鳥

」

で

は

r

リ
サ
”
”

り
り
通
う
施
設
へ
、
皆
さ
ん
の
t
J
協
ん
だ
り
、
畑
仕
事
・
木
工
な
ど
葬
儀
時
な
ど
に
い
た
だ
く
白
イ
ク
ル
品
と
手
作
り
品
の
販
売

N

――
 ――

 

-
i
 

-
i

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

で

楽

し

く

過

t
J
し
て
く
れ
る
男
い
ハ
ン
カ
チ
は
ビ
ー
玉
染
め
が
を
し
て
い
ま
す
。
衣
類
、
食
器
、

Z

き
ん
ち
ゃ
＜

5
奎
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
性
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
施
さ
れ
巾
着
袋
に
、
障
子
紙
雑
貨
、
本
な
ど
、
新
品
ま
た
は
~
~

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
青
い
鳥
（
京
王

▽
日
時
1
1
8
月
5
日
四
．

7
日
は
、
う
ち
わ
と
は
し
袋
に
加
工
良
質
な
中
古
品
が
あ
り
ま
し
た

-i

――
 

――
 -

[
線
南
乎
駅
徒
歩

5
分
）
」
は
、
義
困
・
1
9日
g
.
2
1
日
困
・2
6日g
•
さ
れ
ま
す
。
障子
紙
は
使
い
残
ら
、
ぜ
ひ
提
供
く
だ
さ
い
。
取
一
[

ii -―
 

ー
ー
務
教
育
を
終
え
た
知
的
障
害
者

28
日
困
午
前
10
時

S
午
後
3
時
し
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
寄
り
に
伺
い
ま
す
。

-―
 g

が
働
く
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

30
分

（

時

間

は

相

談

を

）

付

を

お

願

い

し

ま

す

。

以

上

詳

し

く

は

、

日

野

市

社

5

B
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
ヘ
販
会
福
祉
協
議
会
ポ
ラ
ン
テ
ィ
＿
＿

i
i
 

売

品

の

提

供

を

ア

・

セ

ン

タ

ー

(
6
8
2
.
2
3
g

-

ニ

ポ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

ま

ち

・

日

野

」

を

め

ざ

し

て

―

―

――
 

一

一

障

害

を

持

つ

方

の

活

動

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

義

務

教

育

を

終

え

た

障

害

者

1
8
)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

i
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な
け
れ
ば
受
給
可
。
扶
養
の
有
無

の
判
断
は
児
童
福
祉
課
へ
問
い
合

わ
せ
を
）

▽
支
給
額
1
1
申
請
の
翌
月
分
か
ら

児
童
1
人
に
つ
き
月
1
万
3
千
500

円

児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
11次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
児
童
（

一
定
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し

て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者

①
父
母
が
離
婚
②
父
が
死
亡
③
父

が
重
度
の
障
害
者
④
父
が
1
年
以

上
生
死
不
明
⑤
父
・
認
知
の
父
か

ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
（
仕
送
り
、

連
絡
な
ど
が
1
年
以
上
な
い
）
⑥

父
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
認

知
さ
れ
て
い
な
い
（
支
給
要
件
に

該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら

5
年

7
千
690
円
）
、
児
童
2
人
の
場
合
：
・

月
4
万
6
千
390
円
（
一
部
支
給
の

時
は
月
3
万
2
千
690
円）

以
上
、
詳
し
く
は
児
童
褐
祉
課

（
n内
線
245)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

教
育
長
の
名
前
を
訂
正

共
和
国
赴
任
・
女
性
1
人
）
を
激
励

（
庁
内
応
接
室
）
、
日
野
市
民
生
委

員
協
議
会
夏
期
研
修
（生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
▽
5
日
1
1
ひ

の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
回

転
市
場
開
店
5
周
年
フ
ェ
ア
（
同

回
転
市
場
）
に
挨
拶
▽

6
日
11
日

野
市
少
年
軟
式
野
球
連
盟
春
季
大

会
閉
会
式
（
東
光
寺
少
年
軟
式
野

球
場
）
に
挨
拶
▽

7
日
1
1
日
野
市

青
少
年
育
成
会
代
表
者
会
議
（
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
▽

8

日
11定
例
庁
議
（
庁
内
会
議
室
）
に

出
席
▽
9
日
1
1
東
京
都
三
多
摩
地

域
廃
棄
物
広
域
処
分
組
合
理
事
会

（
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

10
日

11東
京
都
市
長
会
厚
生
部
会
（
東

京
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

11
日
1
1

東
京
都
市
長
会
建
設
部
会
、
東
京

都
四
市
競
艇
事
業
組
合
理
事
会

（
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席
、
茅

ヶ
崎
市
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
表

敬
訪
問
（
庁
内
会
議
室
）
に
挨
拶
▽

13
日
11第
10
回

「は
く
ち
ょ
う
ま

つ
り
」（
は
く
ち
ょ
う
学
園
）
を
訪

問
▽

14
日
1
1
東
京
都
新
都
市
建
設

公
社
評
議
員
会
（
八
王
子
市
）
に
出

席
▽

15
日
11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
開
館
記
念
を
祝
う
タ
ベ
（
同

セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶

｀
り
'

.
,

'
り
り
'
』
•
•
•
日
、
り

'
i
'

一
平
成
9
年
度

都
立
霊
園
の
公
募

▽
申
込
書
の
配
布
場
所
1
1
都
庁
が
あ
り
、

8
月
13
日
困
正
午
ま

第
1
•

第
2

庁
舎
の
案
内
コ
ー
で
に
新
宿
郵
便
局
に
必
着
濠
詳

ナ
ー
、
新
宿
駅
西
ロ
イ
ン
フ
ォ
細
は
申
し
込
み
の
し
お
り
を
参

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
各
都
照
く
だ
さ
い

立

霊

園

管

理

事

務

所

▽

問

合

せ

先

11東
京
都
建
設
局

▽
申
込
み1
1
所
定
の
申
込
書
霊
園
課(
6
0
3
.
5
3
2
O
•
5

で。

8
月
8
日
画
ま
で
の
消
印

3
9
0
)

不
動
産
取
得
税
を

課
税
し
ま
し
た

平
成
8
年
1
月
1
日
S12月

31
日
に
、
市
内
の
土
地
・
家
屋

を
取
得
し
た
方
の
不
動
産
取
得

i

税
は
、
今
月
に
課
税
し
ま
す
。

|`

‘
 

あ
し
な
が
育
英
会
で
は
、
保

護
者
が
病
気
・
災
害
等
で
死
亡

教育費の
援助をします

あしなが
漿学生募集

処
理
場
見
学
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

「
下
水
道
っ
て
な
ー
に
」
を
開
催

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
な
濠
参
加
者
に
は
粗
品
進
呈
。

に
げ
な
く
流
し
て
い
る
下
水
。
▽
問
合
せ
先
1
1
同
処
理
場

(
6

そ
の
下
水
を
も
う
一
度
見
直
し

8
1
.
9
7
8
7
)

て
み
ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
の
自
⑥
「
み
な
み
ぽ
り
遊
歩
道
」
が

由
研
究
の
お
子
さ
ん
も
大
歓
迎
で
き
ま
し
た

で

す

。

浅

川

処

理

場

構

内

に

、

小

滝

、

▽
日
時
1
1
8
月
20
日
困
午
前
9

水
路
、
池
の
あ
る
散
歩
道
が
で

時

S
午
後
4
時
※
都
合
の
よ
い
き
ま
し
た
。
水
路
を
流
れ
る
水

時
間
に
来
場
く
だ
さ
い
は
、
下
水
処
理
水
を
ろ
過
し
た

▽
会
場
11東
京
都
下
水
道
局
浅
も
の
で
す
。
午
前
9
時

S
午
後

川
処
理
場
（
石
田
2

3

6

)

7

時

(11
月
S

3
月
は
午
後
5

▽
内
容
1
1
施
設
見
学
、
体
験
コ
時
ま
で
。
土
曜
・
日
曜
日
も
可
）

ー
ナ
ー
（
水
を
調
べ
る
・
比
べ
に
開
園
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

る
）
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
著
し
い
後
遺
障
害
で
働

く
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
の
お

子
さ
ん
に
、
奨
学
金
で
進
学
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
11来
年
度
、
高
等
学
校

か
高
等
専
門
学
校
（
専
修
学
校

の
高
等
課
程
は
除
く
）
に
進
学

を
希
望
す
る
中
学
3
年
生
の
方

▽
問
合
せ
先
1
1
同
育
英
会

(
6

.
3
2
2
1
.
0
8
8
8
)
 

3
 ゜納

税
通
知
書
は
8
月
7
日
困

に
送
り
ま
す
の
で
、
納
期
ま
で

に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

‘,0 

＞ヽ▽
問
合
せ
先
11
八
王
子
都
税
事

務
所

(
6
0
4
2
6
.
4
4
.
1

1
1
1
)
 



(3) pn・ 
•
土
ゞ
恣

． て9
1997年（平成9年）8月1日

第924号 -.、...輯籍枷蛤輯t麟雇 11馴11剛輩劇［
市立総合病院 云81-2677 臨時職員

※詳細は、
（看護婦、助産婦）募集中
お問い合わせください。

さ

わ

や

か

ヘ
ル
シ
ー
教
室

厳
し
い
暑
さ
で
衰
え
た
体
調
を

整
え
、
し
っ
か
り
体
を
動
か
し
、
上

手
に
食
べ
て
、
ス
リ
ム
で
活
力
あ

る

体

を

作

る

た

め

の

教

室

で

す

。

赤

十

字

家

庭

看

護

法

短

期

講

習

▽
日
時
1
1
9
月
1
日
⑮
・

2
日

g

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

午
後
1
時
30
分
S
3時
30
分

ぜ

ひ

、

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

▽
会
場
11
生

活

・

保

健

セ

ン

タ

ー

▽

日

程

・

コ

ー

ス

名

・

内

容

1
1
9

▽
内
容
11
体

重

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

の

月

10
日
困
：
F
5
・
病
人
の
体
の

方

法

と

栄

養

計

算

、

調

理

実

習

と

動

か

し

方

（

車

い

す

の

乗

せ

方

と

試

食

操

作

の

方

法

等

）

▽
対
象
11
体

重

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

が

▽

時

間

11
午
後
1
時
30
分
S
4時

必
要
な
方
、
そ
の
方
の
食
生
活
に

▽
会
場
11
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
武
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豊
田
村
の
山
口
清
之
助
で
、
当
時
ル
カ
ー
）
、
「
中
乗
り
室
」
（
エ
レ
ベ
修
得
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
い

24
歳
で
あ
っ
た
。
彦
吉
の
手
紙
に
ー
タ
ー
）
、
電
灯
な
ど
に
シ
ョ
ッ
ク
た
。
し
か
し
渡
米
す
る
と
始
め
は

よ
る
と
、
2
人
は
8
畳
ほ
ど
の
部
を
受
け
、
特
に
彦
吉
は
こ
れ
ら
の
仕
立
業
に
つ
い
た
が
、
ま
も
な
く

屋
を
月
10
円
で
借
り
て
、
一
緒
に
詳
細
な
報
告
を
実
家
に
書
き
送
っ
日
本
料
理
店
で
働
く
よ
う
に
な
っ

下

宿

し

て

い

た

よ

う

で

あ

る

が

、

て

い

る

。

た

こ

と

を

、

当

時

や

は

り

米

国

に

米

国

滞

在

は

そ

れ

ほ

ど

長

く

は

な

滞

在

し

て

い

た

鶴

川

村

（

町

田

市

）

く

、

彦

吉

は

数

力

月

で

帰

国

し

た

の

青

年

石

阪

陸

奥

の

手

紙

が

伝

え

と

い

う

。

て

い

る

。

そ

れ

に

し

て

も

文

明

の

先

端

を

明

治

中

期

、

米

国

行

き

は

17
日

行
く
米
国
滞
在
は
2
人

に

さ

ま

ざ

前

後

の

過

酷

な

船

旅

、

言

葉

も

通

ま

の

影

響

を

与

え

ず

に

は

お

か

な

じ

な

い

現

地

で

の

生

活

な

ど

多

く

か

っ

た

。

「

針

金

鉄

道

」

（

ケ

ー

ブ

の

困

難

を

伴

っ
た
が
、

そ
の
困
難

を
困
難
と
し
な
い
で
、
日
野
の
若

者
た
ち
は
、
強
い
信
念
と
行
動
力

を
持
っ
て
前
進
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。（

市
史
編
集
委
員

明
治
20
年
(
1
8
8
7
)
3
月、

高
幡
村
の
森
久
保
重
太
郎
は
留
学

の
た
め
米
国
に
向
け
て
出
発
し
、

翌
4
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

到
着
し
た
。
重
太
郎
は
、
民
権
家

森
久
保
作
蔵
の
末
弟
で
あ
る
。

5
カ
月
後
の
8
月
28
日
、
日
野

宿
の
有
山
彦
吉
は
米
船
サ
ン
パ
プ

ロ
ー
号
で
横
浜
か
ら
米
国
に
向
け

て
船
出
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
豊
田

村
の
山
口
清
之
助
も
米
国
へ
の
旅

に
向
か
っ
た
。
同
じ
時
期
に
同
じ

地
域
か
ら
3
人
の
米
国
行
き
は
当

時
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
い
。

明
治
20
年
と
い
え
ば
憲
法
発
布

(22
年
）
、
国
会
開
設

(23
年
）
に

向
け
て
政
治
は
動
い
て
い
た
が
、

海
外
へ
目
を
向
け
る
人
も
多
く
、

米
国
行
き
の
日
本
人
は
、

20
年
代

に
入
る
と
千
人
台
に
達
し
、

23
年

に
は
2
千
人
を
軽
く
超
え
て
急
激

米
国
渡
航

に
増
加
し
て
い
た
。
そ
の
目
的
は

留
学
・
キ
リ
ス
ト
教
求
道
・
先
進

国
視
察
か
ら
果
て
は
政
治
亡
命
・

徴
兵
逃
れ
で
あ
っ
た
。
彦
吉
も
多

く
の
「
徴
兵
逃
れ
」
を
見
た
こ
と

を
手
紙
に
記
し
て
い
る
。

彦
吉
と
清
之
助

渡
米
し
た
有
山
彦
吉
は
26
歳、

日
野
宿
の
旧
家
佐
藤
彦
五
郎
の
四

男
で
、
有
山
家
の
養
子
に
入
っ
た
。

彦
吉
は
自
由
民
権
運
動
に
参
加

し
、
自
由
党
に
入
党
、

17
年
以
降

は
日
野
銀
行
の
頭
取
に
就
い
て
い

る
。
常
に
時
代
の
先
端
で
活
躍
し
、

米
国
行
き
も
新
商
売
を
手
掛
け
る

た
め
で
あ
っ
た
。
日
本
雑
貨
店
を

開
拓
し
た
ら
利
益
は
疑
い
な
く
、

見
込
み
あ
る
「
商
法
第
一
」
と
記

し
て
い
る
。

彦
吉
と
同
時
期
渡
米
し
た
の
は

闘
渡
米
し
た

8
野
の
若
者
た
ち

詞
曲
国
曲
蒻
m

成
人
栄
養
相
談

成
人
病
の
予
防
や
改
善
に
必
要

な
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
8
日
細
・

22
日
画

午
後
1
時
S
4時
（
予
約
制
）

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
個
別
栄
養
相
談
（
高
齢

者
の
食
生
活
、
疾
病
別
食
生
活
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
食

事
の
と
り
方
や
栄
養
計
算
ほ
か
）

▽
対
象
11
栄
養
相
談
の
必
要
な

方
、
そ
の
方
の
食
生
活
に
か
か
わ

っ
て
い
る
家
族
の
方
な
ど

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

こ
の
3
人
に
遅
れ
る
こ
と

6

年
、
明
治
26
年
4
月
に
日
野
宿
の

日
野
英
吉
が
渡
米
し
た
。
英
吉
は

彦
吉
よ
り
1
歳
年
下
で
、
早
く
か

ら
彦
吉
に
渡
米
し
て
洋
裁
技
術
を

日
野
英
吉
の
旅
券
明
治
26
年
(
1
8
9
3
)
3
月
30
日
発
行

（
日
野
本
町
・
日
野
義
人
家
蔵
）
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．．．．．．．
．．．．
．．．
．．．．
．．．．．．．．．．
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あ
と
に
続
く
者

母と子のけんこう通信

9月24日沐
午前10時～正午

8月6日沐
13日困・ 20日沐
午後 1時～ 1時40分

8月7日沐．
14日困・ 21日沐
午後 1時～ 1時40分

8月12日凶・19日伏
午後 0時45分
~ 1時45分

8月22日金
午前10時～ 11時

濠会場は
生活・保健センター

妊娠中の生活・育児
の準傭ほか

妊娠中の栄養、お産
の経過ほか

歯科検診・歯の衛生
ほか

妊婦体操・呼吸法の
実習ほか

赤ちゃんの入浴実習、
出産のピデオほか

対象は平成9年 4月
生まれ ・通知制

対象は平成8年 1月
生まれ・通知制

対象は平成6年7月
生まれ ・通知制

対象は生後4カ月～
12カ月の乳児と保護
者。申し込み不要、
直接会湯ヘ

対象は生後 7カ月の
乳児と保護者。申し
込み不要、直接会場
ヘ

対象は生後12カ月の
乳児と保護者。申し
込み不要、直接会湯
ヘ

か
か
わ
っ
て
い
る
家
族
の
方
な
ど

9ヽヽ ヽヽ ヽヽヽ 9 ヽヽヽ 9 9ヽヽヽ ヽヽ ヽヽヽ
ヽヽヽ 9 9ヽヽヽヽ 9 9ヽヽヽヽヽヽ9ヽヽヽヽ
ヽヽ 9 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽ 9 9ヽヽヽヽヽヽ

9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽヽ

保健図［ロ` 9 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽ医療9 9ヽヽヽヽ9 9ヽ
9 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽヽヽ9 9ヽヽ

...................... 

申
ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ

且馴込沿i昔・
問⑬畔面は

疇！曰
？相誓阻！財I)

病
気
療
養
中
の
A
さ
ん
（
南
平

在
住
）
は
、
リ
ハ
ピ
リ
の
た
め
、

一
緒
に
東
部
会
館
プ
ー
ル
ヘ
行

き
、
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
日
時
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

セ
ン
タ
ー

(
6
8
2
.
2
3
1
8
)

赤
十
字
家
庭
看
護
法
短
期
講
習
会

蔵
野
救
護
倉
庫

(
J
R
武
蔵
境
駅

南
口
徒
歩
8
分）

▽
定
員
1125
人
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
を
。

ほ
か
に
正
規
講
習
会

(
4
日
間
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
定
員
1130
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

伏木医院（内 ・児科）

旭が丘 6-10-7 

ff84-2877 

みやもと小児科（ 児 科 ）

百草999ft91-1312 

沼
謙
吉
）

＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜ 

スに▽ ▽分王▽ の ▽しギ の
課南申定..__,
ー多込員

相会と日ま l保喘f^ ァ南
云摩み II

模場お時す教護息？喘レ多
原 II り・ ゜室者の

〇保 1| 30 線南内をを幼自
摩

4 健 8 人 多容次対児
心）レ保

2 所月＾
3 保 11先

雷摩 ． の象．コギ健
保講とに小

・健日着 駅健師お‘学
l l P斤

7.1サ但）順 徒所 II りア生ス彩（で
• -1 ま - 歩＾別開レと-/-
7 ビで 5 京表催ルそ 弄；

日医大付属多摩
永山病院医師

向後俊昭氏

結核予防会複十字病院
理学療法士

小松優子氏

南多摩保健所環境衛生
監視員

南多摩保健所栄養士・
俣健婦・環境衛生
監視員

6
6
1
)

へ

>＜>＜ 

▽
申
込
み
1
1
9
月
5
日
画
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
住
所
、
氏
名
（ふ
り
が
な
）
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

誉
方
、
コ
ー
ス
名
を
、
返
信
用
表

面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
日

本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
救
護
課

家
庭
看
護
係
(
〒
169
新
宿
区
大
久

保
1
の
2
の
1
5
6
0
3
.
5
2
7

3
.
6
7
4
6
)

へ

渡辺医院（甍・内科）

多摩平 3-19-7 ttSl-1324 

（；主）診療科目は変更される場合があります。事前に
急息テレホンセンター

（日野消防署 合 81-0119)へ問い合わせを。

至
八王子

三沢台診療所（内・児科）

三沢 2-12-13ft92-0466 

内

科

6
困

7
困

8
面

9
出

眼

科

内

科

整

形

外

科

（
午
後
・
夜
）
泌
尿
器
科

（
午
前
）
児
・
整
形
外
科

内

科
内

科

内

科
内

科
内

科

内
・
外
科

内
・
外
科

外

科

内
・
外
科

外

科

11 
(,El) 

12
肉

13
困

14
困

15 
（針

耳

鼻

咽

喉

科

内

科

内

科

外

科

外

科

外

科

内

科
内

科

内

科

内

科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

外

科

内
・
外
科

ホフ
、。募

—— 

フ

ン

保健所出張相談事業(8月）

1 日（飴

午後 1時30分-4時

13日沐
午前 9時30分 ～正午

1 日（~ . 8日（命 ・

22日（金 ・29日（鉗
午前 9時30分～正午

5日凶
午前10時 ～午後4時

►会場＝生活・保健センター
► 問合せ先＝南多摩保健所（云0423·71 ・7661) 

午後 7時30分～ 10時30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2

生活・保健センター分室
云84-1661

至立川駅

I 

保健
ター前



(5) ~q、
1997年（平成9年 8月1日

第924号
1997年（平成9年）8月1日

第924号

て^°‘
(4) 

市役所
代表電話 雪 85-1111 市役所

代表軍話
霊85-1111

97
年
度
第
III
期

都
民
カ
レ

▽
開
講
期
間
11
10
月
4
日
3
s
1
2

月
24
日
因

▽
会
場
・
内
容

11都
立
大
キ
ャ
ン

パ
ス
（
京
工
相
模
原
線
南
大
沢
駅

前
）
：
・
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
身
体

S

性
暴
力
を
め
ぐ
っ
て

S
」
ほ
か
38

科
目
／
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス

(
J

R
有
楽
町
駅
徒
歩
3
分）

．．． 

「異

文
化
か
ら
み
た
日
本
の
い
じ
め
」

ほ
か
42
科
目

▽
対
象

1118
歳
以
ヒ
の
都
内
在

住
・
在
勤
者
※
学
牛
を
除
く

▽
費
用
1
1
7
千
800
円
S

1
万
7
千

mo円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

※
募
集
要
項
は
市
役
所
5
階
生
涯

学
習
課
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

市では、家庭から出たごみを、可燃こ‘

みは、焼却して灰に、不燃こみは、細か

く破砕し、日の出町の谷戸訳最終処分場

に拉ち込み、坤め立てています。処分場

に持ち込むこみの蘊 は各搬入団体ことに

割り当てられており、平成 8年度の日野

， 
市への搬入割当鼠は、 7,897面でした。し！

かし実際に搬入したごみの凪は、9,148m'j 
! 

で割当凪 を大きく超過しています。日野 i
rliでは、さらなるごみ減摂 が緊急課題と i
なっています。 i 

（クリーンセンター リサイクル課） ＇ ； 

▽ン ▽ 30▽ @ 
内夕会分日文
容 I場 S時化

東京都埋蔵文化財
11 4 |I財 センターで

講る東時 8 講
演摩京 月演
ーー、，市都 2 会
古-埋日と
代蔵辻）映
の文午画
丘化後上
陵 財 1 映
明セ時

m' 

12,642 
13 、 0001--- - ---—→ ----------------

谷戸沢最終処分場へのごみ搬入状況

～平成 8年度割当量をオーバー～

文化財講演会
と

土器作り教室

ッ
ジ
受
講
生
募
集

▽
問
合
せ
先

11閲
都
民
カ
レ
ッ
ジ

7
 

0
4
2
6
 .
.
 1
2
3
2
 

(

6

7

 

10 、 ooo~--

発
』
、
映
画

d

古
代
史
の
発
掘
』

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

＠
蝿
文
土
器
作
り
敦
室

▽
日
時
1
1
8
月
21
日
困
・

22
日
曲
、

9
月
13
日
国
午
前
9
時
30
分

S
午

後
4
時
⑩
分
※

9
月
13
口
は
午
後

2
時
30
分
ま
で

▽
会
場
11東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
（
多
序
市
）

▽
内
容
11
多
麻
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
追

跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
土
器
を
モ

デ
ル
に
土
器
を
製
作

▽
対
象
11
小
学
5
年
生
以
上
の
都

民
で
3
日
間
出
席
で
き
る
方
※
小

学
生
は
親
子
で
中
し
込
み
を

▽
定
員

1130
人

(30
組
）
※
中
込

多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
費
用
11千
円

▽
申
込
み
1
1
8
月
5
日
画
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

9 、 000 喜 —- -

8、000• -

10,169 

9、764
--------------------------＾ -

9,002 9,148 
8,913 

4年度 5年度 6年度 7年度 8年度

▽
コ
ー
ス
名
・
日
程

11毛
筆
箪
耕

（
中
級
）
・
・
・

10
月
7
日
因
S
2
1
日

因
の

10
日
問

▽
時
間
ー
午
前

10
時

S
午
後
4
時

▽
会
場

11束
京
都
高
年
齢
者
就
業

セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区
）

▽
対
象
Ii
お
お
む
ね
60
歳
以
卜
で

講
四
修
了
後
、
卸
日
野
市
シ
ル
バ

1
人
材
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
て
就

業
で
き
る
方

＞
定
員
11
遮
考
で
30
人

＞
申
込
み
11
8
月
lS
日
陶
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
侶
用

裏
面
に
毛
筆
で
、
コ
ー
ス
名
、
住

市
民
講
師
に
よ
る
「
T
A
M
A

市
民
塾
」
が
、

10
月
か
ら
開
講
す

TAMA 

市民塾

□ 募集

12,000←-

11,000← --

一
謬

「TAMA市民塾」日程表
座 名 1 日時

レクリエーシ 3 ンダンス
一楽しく踊ろう -

ダンス・セラビー（自然ダンス）

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
止
年
月

口
を
記
入
し
、
両
東
京
都
高
齢
者

事
業
振
興
財
団
(
〒

102
千
代
田
区

飯
田
橋
3
の
10
の
3
6
0
3
.
5
2

1
1
.
2
3
2
7
)

へ

ー

第 1月曜日
午前10時～正午（全 6回）

第 I.第 3月曜日
午後 7時～ 9時（全12回）

裏
面
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
研
究
部
(
〒

206
多
摩
市
落
合
2
の

電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入
し
、
東
M
の
1
6
0
4
2
3
.
7
4
.
8
0

京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査

4
4
)

へ

ー
・

1
•
1
•
1
•
I
`

，
.
,
｀

9
`
9
`
‘
0

高
年
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ
ナ
ー

講 師

石坂淑子氏
（稲城市）

久保田正美氏
（国立市）

定員

40人

40人

アクテイプ・ライフプランの作り方

竺
閉

氏5

)

氏

氏

）

匹
[
iご
合
〗

〗
疇
〗
ー
[

第 1月曜日
午後 7時 ~9時（全6回）

井戸端design塾

『街道をゆく＝ TAMA
市民塾版J共同編集 t

海外旅行たから箱
ー旅へのいざない～-

20人

30人

30人

20人

40人

30人

第 I.第 4木曜日
午後 1時～ 3時（全12回）

第 2木曜日
午後 7時～ 9時（全12回）

第 I.第 3金曜日
午後 6時・-8時（全12回）

林柔治氏
（八王子市）

山田幸一氏
（八王子市）

豊 福久氏
（府中市）

40人

35人

20人

第 2.第 4金曜日
午後1時-9時（全12回）

書上寛治氏
（府中市）

40人

第 l土曜日
午後7時～ 9時（全12回）

木村季1辱氏
（東久留米市）

30人

第 2士曜日 槍誼氏•吉釦広瑯氏
午前10時丑E午（全12回） 1 (昭島市・川越市）

第 2.第 4土曜日
午後 1時～ 3時（全12回）

張 小鷺氏
（国分寺市）

30人

40人

►
今
、
私
た
ち
は
次
の
世
代
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
だ
ろ
う

大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す

3

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
こ
み
の
燃

焼
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。
特
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
焼
却
が
主

な
原
因
で
す
。

こ

と

し

1

月
、
厚
生
省
は

ご
み
処
理
に

係
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
発
生
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
、

現
有
施
設
の
運

営
、
燃
焼
設
備

な
ど
の
適
正
な

管
理
対
策
等
を

求
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご

み
の
排
出
の
抑

制
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
焼
却

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
課

(
6
8
1
・
O
4
4
4
)
 

▲山積みされる古紙

現
在
、
こ
み
焼
却
炉
か
ら
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
が
大
き
な
問

睾
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
野
市
も

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
抑
制
を

割当量

仁二実 積

可

....一人ひとりの分別が大きなごみ減量につながります

資
源
物
の
出
し
方

よ
く
す
す
ぎ
、
袋
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ア
ル
ミ
か
ん
と
ス
チ

ー
ル
か
ん
に
分
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
c

煙
草
の
吸
い
が
ら
な
ど

児
物
の
人
っ
た
も
の
は
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
※

一
斗

(18

認）

か
ん
な
ど
、
大
き
な
か
ん
は

出
せ
ま
せ
ん

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
よ
く
す

す
ぎ
、
袋
か
ら
出
し
て
色
別
（
無

色
茶
色
、
黒
色
、

宵

・
緑
色
）

に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
そ
の
ま
ま
再
利
用
で
き
る
ビ

ー
ル
ぴ
ん
と
一
升

(
1
.
8
認）

ぴ
ん
は
別
の
容
器
に
出
し
て
く
だ

さ
い
c

※
板
ガ
ラ
ス
や
コ

ッ
プ、

化
粧
品
の
ぴ
ん
は
↑
燃
こ
み

へ

人
が
持
て
る
程
度
に
ま
と
め
、

し
っ
か
り
束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ぬ
れ
る
と
再
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
雨
の
日
は
、
次
の
賓
源
同

収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
お

菓
子
の
箱
や
ポ
ー
ル
紙
、

文
庫
本

な
ど
は
雑
誌
の
と
こ
ろ
に
出
し
て

よ
く
す
す
い
で
か
ら
切
り
開
い

て
乾
か
し
｀
束
ね
て
出
し
て
く
＼
だ

さ
い
。
※
中
に
ア
ル
ミ
箔
（
は
く
）

の
つ
い
て
い
る
も
の
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い

キ
ャ

ッ
プ
を
は
ず
し、

よ
く
ヽ
す

す
い
で
か
ら
足
で
踏
み
、
か
さ
ば

ら
な
い
よ
う
に
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ボ

ト
ル
な
ど
P
E
T
樹
脂
以
外
の
ボ

ト
ル
は
出
せ
ま
せ
ん

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
↑
燃
ご

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ふ
と
ん
、

じ
ゅ
う
た
ん
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
は
粗
大
ご
み
に
申
し
込
み
を

◎
発
泡
ト
レ
ー

よ
く
洗
い
、
か
さ
ば
ら
な
い
よ

う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
も
の
は
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す

い
ず
れ
の
資
源
物
も

「f
」
み
に

せ
ず
再
利
用
に
ま
わ
す
」
と
い
う

意
識
を
も
ち
、
み
な
さ
ん
の
力
で

少
し
で
も
ご
み
を
減
ら
せ
る
よ

う
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
破
砕
施
設
は
、
ス
チ
ー
ル
か
ん

と
ア
ル
ミ
か
ん
に
つ
い
て
は
磁
選

機
、
ア
ル
ミ
選
別
機
で
分
別
し
、

再
利
用
に
ま
わ
す
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
び
ん
は
分
別
で
き
ま
せ
ん
。

資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
収
す
れ
ば
こ
み
に
な
ら
す
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
の
に
、
約
1
千
トノ

の
ぴ
ん
が
、
不
燃
ご
み
と
し
て
ダ

ス
ト
ポ
ッ
ク
ス
に
拾
て
ら
れ
、
そ

の
ま
ま
砕
か
れ
て
埋
め
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
面
倒
で
も
、
ぴ
ん
な
ど

の
資
涼
物
は
必
ず
月
2
回
の
資
源

物
回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

び

ん

回

収

モ
デ
ル
事
業

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

10

月
か
ら
不
燃
こ
み
の
中
に
ど
の
く

ら
い
の
凪
の
ぴ
ん
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
か
を
調
社
す
る
た
め
、
地
域

を
限
定
し
て
オ
レ
ン
ジ
ポ
ッ
ク
ス

の
そ
ば
に
ぴ
ん
用
の
容
器
を
置

き
、
試
験
的
に
び
ん
の
回
収
を
お

こ
な
い
ま
す
。
対
象
地
域
の
方
は

こ
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
広
報
筈
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

今
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
危
機

に
陥
っ
て
い
ま
す
。
古
紙
の
回
収

量
は
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
需
要
が
伸
び
ず
古
紙
の
在
庫

は
た
ま
る
一

h
で
す
。
特
に
雑
誌

は
深
刻
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
リ
サ

イ
ク
ル
の
輪
も
壊
れ
て
し
ま
い
か

ね
ま
せ
ん
。

燃

ご

み

に

フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
混
ぜ
な
い
で

ー
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
ま
す
—

量
の
削
減
等
に
つ
い
て
も
、
今
後

の
対
策
と
し
て
推
進
し
て
行
く
よ

う
求
め
て
い
ま
す

3

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
こ
み
焼
却

炉
の
管
理
・
運
営
を
し
て
い
ま
す
c

し
か
し
、
さ
ら
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
排
出
量
低
下
の
た
め
に
、
可

燃
ご
み
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
混

入
を
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
を
取
り
除
く
設
備
が

あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
徹
底
し
た
資
源
物
の

分
別
、
そ
し
て
こ
み
の
減
量
化
に
、

よ
り
一
庖
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

る
15
講
座
で
塾
生
を
芽
集
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容

11別
表
の
と
お
り

＞
会
場
11府
中
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

（
京
王
線
府
中
駅
徒
歩
3
分
）
ほ
か

▽
費
用

11
全
6
回
講
座
…

3
千

円
／
全

12
回
講
座
…
6
千
円

▽
申
込
み
1
1
8
月
31
日
回
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
往
信
用
裏
面
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性

別
、
応
募
の
動
機
を
記
入
し
‘
「
T

A
M
A
市
民
塾
」
事
務
局
(
〒

183

府
中
市
寿
町
1
の
5
の
1
多
摩
交

流
セ
ン
タ
ー
内

6
0
4
2
3
.

3
5
.
0
1
0
0
)

へ

※
中
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

3

詳

細
は
、
募
集
案
内
（
市
役
所
1
階

市
民
相
談
窓
口
、
図
書
館
、
中
央
公

民
館
で
配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
需
要
が
伸
び
な
い
理
山

に

「再
生
紙
の
値
段
が
高
い
」
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
高

い
の
か
は
、
紙
の
白
さ
に
原
因
が

あ
り
ま
す
。
日
本
人
は
白
と
い
う

色
を
好
み
、
ノ
ー
ト
な
ど
も
白
く

な
け
れ
ば
売
れ
な
い
の
で
す
。
古

紙
を
白
く
す
る
の
に
は
手
間
が
か

か
り
、
値
段
が
高
く
な
る
の
で
す
。

白
さ
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
、

佃
段
は
安
く
な
り
ま
す
。
古
紙
の

需
要
が
伸
ぴ
れ
ば
さ
ら
に
値
段
が

下
が
り
ま
す
。
再
生
紙
を
選
ぶ
こ

と
が
私
た
ち
の
義
務
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
？
せ
め
て
一

一度
と
再
牛
で

き
な
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
再
生

紙
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り

積
鹿
的
に
古
紙
利
用
の
拡
大
を
図

り
、
も
う
一
度
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

暴
落
す
る
古
紙
市
場

古
紙
利
用
の
拡
大
を

n躙掬1!1,り9．ス；；ーシ•，ン
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◎
び
ん

約

1
千
ト
ン
が
ご
み
に

び
ん
は
資
源
回
収
へ

◎
新
聞
紙
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル

資源物回収ステーション

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

◎
か
ん

瓜△人瓜二
鬱“二だクロ

＊浅川北側地域…毎月第 I.第 3金曜日

午前 6時～午前 9時

＊浅川南側地域…毎月第 2•第 4 金曜日
午前 6時～午前 9時

※資源物回収ステーションの場所についてはリサイクル課へ

守
っ
て
く
だ
さ
い

◎
牛
乳
ハ
ッ
ク

く
だ
さ
い

◎
古
布

（
古
着
）

り
品
努
可
沼
炒
磋
氾

営

め

習

誼

含

ヘ

回

こ
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

風
土
作
り
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め

て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
で
は
各
自

治
会
に
お
願
い
し
て
廃
棄
物
減
覺

等
推
進
員
（
任
期
2
年
）
を
推
薦

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

推
進
員
の
方
に
は

「日
野
市
廃

東
物
の
処
理
及
ぴ
再
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
」
に
基
つ
き
、
f
j

み
の
減
量
や
資
源
物
の
再
利
用
に

つ
い
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
こ
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

c

2
回
に
分
け
て
平
成
9
年
度
の

廃
棄
物
減
景
等
推
進
員
の
方
を
紹

介
し
ま
す
u

（
敬
称
略
）

◎
推
進
員
名
・
自
治
会
名

▽
青
木
義
雄
：
石
田

▽
阿
JI
慎
功
…
新
井
第
一

▽
吉
原
正
雄
…
下
田
住
宅

▽
中
野
三
郎
…
下
田
団
地

▽
宗
和
子
：
方
願
荘

▽
前
川
明
久
・
・
・
中
万
願

▽
小
林
繁
人
…
仲
田
睦

▽
佐
藤
頴
史
…
第
二
日
野
万

▽
平
野
孝
一
…
上
田

▽
明
右
幹
生
…
川
原
付
市
営
住
宅

▽
中
村
八
郎
：
宮

＞
平
田
清
：
高
砂

＞
鈴
木
潤
次
…
オ
リ
エ
ン
ト

＞
石
川
建
司
…
谷
仲
山
第
一
＿
東
部

＞
塩
谷
武
洋
：
谷
仲
山
第
一
――

＞
歌
川
吟
子
・
・
・
横
町

▽
立
川
由
衛
…
金
子
橋

▽
伊
藤
要
：
．
仲
町

▽
千
葉
健
二
…
第
一
日
野
万
ト

▽
山
本
豊
…
森
町

▽
鹿
野
潔
…
多
序
川

▽
井
上
武
治
・
・
東
町

▽
杉
浦
正
城
…
四
谷

▽
小
林
修
：
・
西
町

▽
浅
見
徹
：
新
東
光
寺

▽
和
田
貢
・
・
・
東
光
寺

▽
松
倉
巌
・
・
・
栄
町

▽
藤
平
勲
：
東
光
寺
東

＞
赤
坂
吉
男
：
・
安
宅
第
二

V
J
I
井
勝
雄
…
七
ッ
塚
公
園
住
宅

＞
大
神
田
健
一
…
西
ケ
丘

▽
成
舞
春
雄
…
ほ
た
る
会

▽
木
場
勝
己
、
奥
住
幸
雄
、
畑
村

正
博
：

B
野
台
一
．
J
目

▽
有
賀
正
幸
…
大
坂
上
二
丁
目

▽
小
品
久
・
・
・
高
野
台

▽
小
島
勇
…
高
山

▽
小
陽
登
美
男
：
日
の
山

▽
小
池
勝
造
・・
東
神
明

▽
五
十
嵐
一
一郎
・
・
・
富
士
見
台

▽
渡
辺
美
枝
子
・
・
・
大
坂
上
一
二
丁
口

ア
パ
ー
ト

▽
福
田
哲
大
：
・
矢
ノ
頭
北

▽
安
四
喜
代
治
・
・
・
矢
ノ
頭
南

▽
向
山
繁
博
…
実
践
南

▽
吉
田
時
彦
…
多
摩
平
緑
地

＞
藤
井
拓
治
…
日
野
台
一
区

▽
安
孫
子
健
一
…
日
野
台
二
区

▽
久
本
揮
夫
…
日
野
台
四
区

▽
半
沢
一
男
…
日
野
台
五
区

▽
小
倉
隆
司
…
泉
塚

▽
古
犀
博
：
．．
 
暁

▽
酒
井
セ
ツ
…
多
摩
平

▽
市
川
美
保
子
…
豊

m第
一
コ
ー

ポ
ラ
ス

▽
鬼
丸
利
典
…
豊
田
第
ニ
コ
ー
ポ

ラ
ス

▽
今
堀
英
一
…
都
営
多
摩
平
六
丁

目
ア
パ
ー
ト

▽
児
島
光
江
…
吹
上

▽
村
松
客
生
…
豊
田
北
組
束

＞
熊
崎
勇
次
…
豊
田
北
組
中
央

＞
渡
辺
幸
信
…
豊
田
北
組
西

＞
須
藤
洋
一
、
田
中
道
介
、
寺
口

源
太
郎
：
・
第
二
豊

m荘

＞
四
宮
修
―
・
…
ひ
ま
わ
り

▽
碧
川
勝
則
・
・
八
ケ
下

▽
高
柳
光
一
・
・
・
豊
田
二
丁
目
堤

▽
大
貫
武
・
・
豊
田
第

▽
藤
沢
宮
・
・
豊
田
第
二

▽
大
上
琢
磨
・
：
豊
田
第
一
―
―

▽
志
村
武
…
豊
田
第
四

▽
金
谷
和
夫
・
・
・
い
づ
み
ハ
イ
ツ
血
豆

田
管
理
組
合

▽
能
登
屋
久
雄
・
・
多
序
平
―
-．
丁
目

▽
矢
島
謙
樹
：
多
序
平
三
丁
目
東

▽
大
山
直
子
・
・
・
多
序
平
―
―一
丁
目
南

▽
岩
崎
光
蔵
・・
・
傘
松
第
二

▽
大
和
田
信
雄
：
旭
が
丘
二
丁
目

束
▽
遠
藤
達
哉
：
雇
用
促
進
事
業
団

▽
村
上
敏
信
・・
・
帝
人
多
摩
ア
パ
ー

卜
▽
本
岡
紀
彦
・：
日
本
道
路
公
団
豊

田
宿
舎

▽
関
野
洋
子
・
・
・
芝
山

▽
坂
本
孝
志
・
・
・
第
二
富
士
マ
ン
シ

ョ
ン

▽
志
村
消
子
：
多
摩
平
第
一
ビ
ル

▽
高
橋
真
…
都
営
多
摩
平
一
丁
目

ア
パ
ー
ト

▽
高
田
止
志
・
多
摩
平
マ
ン
シ
ョ

ン
▽
町
田
睛
美
・
：
日
野
平
山
台
住
宅

▽
江
口
和
雄
・
・
上
の
原

▽
大
原
よ
う
子
…
旭
が
丘
パ
ー
ル

ハ
イ
ツ

▽
今
井
省
吾
・
・
・
メ
ゾ
ン
日
野
A

▽
最
山
隆
…
旭
が
丘
ハ
イ
ツ

▽
鳩
野
彰
之
・
・
・
宮
士
組

▽
小
形
啓
司
・
・
・
旭
が
丘
第

-

▽
古
木
英
一
・
・
・
旭
が
丘
第
二

▽
槌
口
哲
雄
・
・
中
小
企
業
事
業
団

▽
大
高
徳
吉
：
平
山
台
宮
士
組

▽
沢
田
研
―
―
•
•
•
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
日

野
旭
が
丘

▽
二
上
栄
吉
・
・
大
平

▽
梅
津
忠
美
、
小
川
京
子
・
・
・
豊
田

団
地

▽
痰
野
治
男
：
・
西
川
北

▽
中
村
雄
策
・
・
・
東
平
山
武
蔵
台

▽
岡
田
里
志
・
・
・
J

R
豊
田
ア
パ
ー

ト
1
.
2
号
棟

▽
和
田
淳
一
・
・
・
J

R
豊
田
ア
パ
ー

ト
3
.
4
号
棟

▽
石
川
洋
征
：
．
J

R
東
平
山

▽
中
村
達
男
・
・
・
西
宮
下

▽
小
川
ウ
メ
子
…
城
址
ケ
丘

▽
中
神
昭
夫
・
・
・
川
北
む
つ
み
会

▽
伊
藤
文
夫
・
・
・
川
北

▽
中
村
洋
ニ
・
・
・
東
川
北

▽
松
本
定
司
・
・
・
さ
つ
き
会

▽
鈴
木
俊
幸
…
平
山
一
丁
目

▽
川
俣
秀
夫
・
・
・
京
王
平
山
住
宅
平

山
二
丁
目

▽
秋
田
竹
寅
：
・
京
王
平
山
住
宅
平

山
三
丁
目

▽
小
古
間
郁
夫
・
・
・
川
南
第
一

▽
岩
本
道
雄
：
川
南
第
二

▽
杉
山
紀
子
…
久
保
山

▽
野
中
浩
行
・
・
・
北
村

▽
根
津
久
夫
・
・
・
東
喜
多
村

▽
大
沢
今
吉
：
中
村

▽
加
藤
正
芳
…
南
平
都
営
住
宅

▽
―
-
＿
輪
茂
樹
：
・
沢
田

▽
照
川
佐
光
・
：
田
中
六
丁
目

▽
神
谷
正
夫
…
田
中
七
丁
目

▽
大
林
降
良
・
・
南
平
八
丁
目

▽
新
田
進
一
…

m中
九
丁
目

▽
福
里
和
子
…
口
鉱
住
宅
地

▽
小
林
栄
・
・
・
南
平
仲
通
り

▽
谷
本
喜
代
子
・
・
・
南
平
台

▽
渡
辺
一
敏
・
・
・
ほ
ほ
え
み
公
園

▽
山
越
進
：
松
ケ
丘

▽
有
路
忠
：
南
平
中

▽
土
方
威
夫
・
・
・
南
平
下

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
課
）

あ

な

だ

の

地

域

の

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
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0・・・空き室あり
△…空き室少し
X••満室

濠申し込みは、月曜～金曜日の
午前 9時～午後 5時に陳日野
市企集公社(a85-2l|1)へ。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
大
根
の
植
え
付

け
か
ら
収
穫

(11
月
下
旬
）
ま
で

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し

い
野
菜
栽
培
で
す
。

▽
植
え
付
け
日
時
1
1
8
月
23
日

g

午
前
9
時
S
1
1
時
（
雨
天
は
24
日

回）

一
中
地
区
の
方
を
対
象
に

や
さ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

※
11
月
下
旬
に
収
穫
予
定
。
収
穫

物
は
全
員
で
分
配
し
ま
す
。

▽
集
合

11会
場
に
午
前
9
時
。
ま

た
は
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前

に
午
前
8
時
30
分

▽
会
場

11日
野
268
（第
二
保
育
園

東
側
）

状 設

にの 15と
況こ立こ Bt8計ください

▲できたよ、ポクらの秘密基地（昨年）

8
月
17
日
回
に
緑
と
セ
ミ
し
ぐ

れ
の
自
然
体
験
広
場
で
、
魅
力
い

っ
ぱ
い
の
体
験
企
画
「
秘
密
基
地

を
つ
く
ろ
う
」
と
「
機
織
り
の
世

界
を
楽
し
も
う
」
を
行
い
ま
す
。

お
昼
に
は
薫
製
を
作
っ
て
、
み
ん

▽
内
容
11草
木
・
廃
材
や
身
近
な

道
具
な
ど
を
使
い
、
隠
れ
家
・
秘

密
基
地
を
作
る

▽
講
師
11土
井
彰
氏
（
ヒ
ュ

ー
マ

ン
・
ア
ク
テ
ィ
プ
余
暇
学
習
研
究

所
代
表
）

22
日
、
限
界
に
挑
戦
／
．

輪
ゴ
ム
カ
ー
競
技
会

ゴ
ム
動
力
の
車
を
作
り
、
走
行

距
離
を
競
う
競
技
会
で
す
。
動
力

は
輪
コ
ム
1
本
だ
け
。
牛
乳
パ
ッ

▽
対
象

11
一
中
地
区
内
に
在
住
の

方
100
人
（
先
着
順
）
※
小
学
4
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
費
用
11300円
（
当
日
徴
収
）

▽
申
込
み

1
1
8
月
11
日
回
（
必
着）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
一

中
地
区
青
少
年
育
成
会
・
土
方
喜

久
弘
(
〒

191
石
田
1
3
4
6
8
1
.
7
5

5
5
)

へ

秘

密

基

地

を
つ
く
ろ
う

な
で
懇
談
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

17日に

,·,•,;,.?.'. ,'.’· ・. ・ •,•: ・ 

▽
日
程
・
内
容
・
担
当
団
体

11別

表
の
と
お
り

▽
時
間
・
会
場
11石

け
ん
・
中
古
衣
料
販

売
、
資
源
回
収
…
午

後
0
時
30
分

S
2時

30
分
に
生
活
の
広
場

（
生
活
・
保
偉
セ
ン

タ
ー
前
）
で
／
廃
食

油
か
ら
の
石
け
ん
づ

く
り
…
午
後

2
時

S
3時
に
回
転
市
場

（
多
摩
乎
4
の
10
多

摩
平
中
央
マ
ー
ケ
ッ

ト
内
）
で

※
廃
食
油
か
ら
の
石

日野市消賣者運動連絡会
云81-4112（生活課内）

第一生活学校
云81-0265

第一生活学校
て81-0265

市民自治学園 OB会
ffBS-1308 

ひの市民リサイクルショップ
回転市場
ft87-8707 

※今月から石けん販売は第 2木曜日に実施します。

け
ん
づ
く
り
に
参
加
の
方
に
は
、

廃
食
油
石
け
ん
を
差
し
上
げ
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

(
8
月）

▽
定
員

11親
子
1
5
組
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物

11昼
食
、
飲
み
物
、
帽
子

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
を

機
織
り
の
世
界

を
楽
し
も
う

▽
内
容
11簡
単
な
道
具
を
使
い
、

布
を
裂
い
て
織
る

▽
講
師

11中
村
由
紀
子
氏
（
夢
織

り
教
室
王
宰
）

▽
定
員

11小
学
3
年
生
以
上
の
子

と
親
計
1
5
人
（
先
着
順
）
※
子
供

の
み
の
参
加
も
可

▽
持
ち
物

11昼
食
、
飲
み
物
、
敷

き
物
、
木
綿
の
古
着
・
は
ぎ
れ
（
平

織
り
）
、
フ
ォ
ー
ク
、
は
さ
み

ク
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
の

決
め
ら
れ
た
材
料
を
工
夫
し
て
、

素
晴
ら
し
い

「輪
コ
ム
カ
ー
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
奮
っ
て
t
J

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
8
月
22
日
画
午
前
10
時

S
正
午

※
8
月
8
日
固
午
前
10
時
か
ら
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
。

▽
会
場
11
一
小
体
育
館

以
上
い
ず
れ
も
▽
日
時

1
1
8
月

17
日
⑲
午
前
9
時
30
分

S
午
後
3

時
（
雨
天
実
施
）

▽
会
場

11自
然
体
験
広
場
（
仲
田

小
隣
）

▽
費
用

1
1
1
人
100
円
（
薫
製
材
料

費）▽
申
込
み
先

11生
活
課

(6
8
1
.

4
1
1
2
-

▽
対
象

11小
学
生
20
人
、
中
学
生

10
人
（
各
先
着
順
）

※
参
加
者
に
案
内
を
送
付
。
上
位

入
賞
者
に
カ
ッ
プ
（
リ
サ
イ
ク
ル

カ
ッ
プ
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
申
込
み
先

11生
活
課

(6
8
1
.

4
1
1
2
)
 

健
康
食
品
や
ド
リ
ン
ク
剤
か
ら

清
涼
飲
料
水
、
ガ
ム
、
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
、
パ
ン
に
至
る
ま
で
ビ
タ
ミ
ン

入
り
食
品
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時

1
1
9月
8
日
向
午
後

2
時

S
3時
30
分

▽
会
場

11都
庁
第
1
庁
舎
大
会
議

場▽
テ
ー
マ

11循
環
型
社
会
づ
く
り

に
向
け
て

東
京
都
で
は
、
姉
妹
友
好
都
市

か
ら
の
留
学
生
（
高
校
生
）
を
、

約
1
年
間
受
入
れ
て
く
だ
さ
る
家

庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
受
け
入
れ
期
間

11来
年
3
月
中

旬
か
ら
約
1
年
間

▽
出
身
都
市
11
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

パ
リ
市
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ

ー

ル
ズ
州
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
市
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

▽
条
件
11都
内
在
住
の
2
人
以
上

)‘~i 

ビ
タ
ミ
ン
を
配
合
し
て
い
る
こ
と

が
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
を
刺
激

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
そ
の
ピ
タ
ミ
ン
に
は
、

一
体
ど
ん
な
種
類
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ビ
タ
ミ

ン
入
り
食
品
を
過
剰
に
取
る
こ
と

に
よ
り
、
糖
分
な
ど
を
取
り
過
ぎ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
ビ
タ
ミ
ン
に
つ

い
て
学
ぶ
と
共
に
、
正
し
い
摂
取

方
法
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
26
日
因
午
後

1
時

30
分
S
3時
30
分

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11布
施
虞
里
子
氏
（
湘
北

短
期
大
学
教
授
）

※
2
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り
。
希

望
者
は
8
月
20
日
困
ま
で
に
申
し

込
み
を
。

▽
申
込
み
先

11生
活
課

(6
8
1
.

4
1
1
2
-

m費
生
戸
匡
袈
電
ジ
を

侭

の
家
族
。
個
室
の
有
無
や
語
学
力

は
問
い
ま
せ
ん

※
家
族
の
一
員
と
し
て
、
必
要
な

生
活
費
（
主
と
し
て
食
費
）
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

11勁
東
京
国
際
交
流

財
団
国
際
交
流
課

(
6
0
3
.
5
2

2
1
.
9
0
2
9
l
 

5
月
25
日、

6
月
1
日
に
行
わ

れ
た
全
日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ

ス
東
京
支
部
大
会

(34
団
体
参
加
）

で
、
市
内
の
女
声
合
唱
団
「
コ
ー

コーア・テレージアが
コーラスの全国大会に出場

東
光
寺
少
年
野
球
チ
ー
ム
が

東
京
都
予
選
で
優
勝
、
関
東
予
選
へ

5
月
24
日
S
6
月
1
5
日
に
、
江

戸
川
区
球
場
な
ど
都
内
8
会
場
で

行
わ
れ
た
第
14
回
全
日
本
軟
式
野

球
大
会
束
京
都
予
選
で
、
日
野
市

代
表
の
東
光
寺
少
年
野
球
チ
ー
ム

（
写
真
）
が
都
内
各
地
区
か
ら
の
強

豪
を
打
ち
破
り
優
勝
。

5
試
合
で

ご0--ィ

小学生
以下

1,500円

9月5日幽
午後6時30分開演
6日(±)
午後1時30分開演

一

1
失
点
と
安
定
し
た
投
手
力
で
、

関
東
予
選
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

8
月
1
日
⑲
・

2
日

g
に
宇
都

宮
市
で
行
わ
れ
る
関
東
予
選
。
選

手
た
ち
の
夢
は
、
そ
の
先
の
全
国

大
会
へ
と
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

ア
・
テ
レ

ー
ジ
ア
」

（
写
真
）
が

支
部
大
会

賞
を
受
賞

し
東
京
代

表
に
選
ば

れ
ま
し
九

同
合
唱

団
は
結
成

9
年
目
。

三
善
晃
さ

ん
の
作
品

を
中
心
に

歌
い
続
け

て
い
ま
す
。
8
月
23
日
3
.
2
4
日
⑲

の
全
国
大
会
（
札
幌
市
）
で
は
北
の

青
空
に
、
さ
わ
や
か
な
歌
声
を
響

か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

留
学
生
（
高
校
生
）
の
受
け
入
れ
家
庭
募
集

▽
定
員
11都
内
在
住
・
在
勤

・
在

学
者
50
人
※
公
務
員
を
除
く

▽
応
募
方
法

1
1
8
月
10
日
回
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
意
見

・
要
望
住
所
、
氏
名
、
年
齢
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

東
京
都
政
策
報
道
室
調
査
広
聴
課

「知
事
と
都
政
を
語
る
つ
ど
い
」
担

当
(
〒
163
ー
01
※
住
所
不
要
6
0
3
.

5
3
8
8
.
2
2
4
2
)

へ

人
形
劇
団
ひ
と
み
座

ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

円

。゚
8
 

ー般

グレン・ミラーU.K. 
レイ・マックヴェイ
楽団
｝ムーンライト

・セレナーデ
｝茶色の小瓶ほか

10月24日面
午後7時開演

S席 5,000円
A席 4,000円

◄

古
着
が
ス
テ
キ
な
織
り
物
に
乎
成

9
年
第
5
回

知
事
と
都
政
を

語
る
つ
と
い

▲レイ・マックヴェイ

l全席指定・好評発売中 合85-2011

‘、
.`• 
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リ
ー
ダ
ー
精
神
の
育
成
と
指
導

技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修

会
で
、
キ
ャ
ン
プ
実
習
を
行
い
ま

青年リーダー研修会

キャンブ実習
参加者募集

グラスリッツェン講習会日程表

基本ラインでイニシアルを彫る

葉っぱの描き方の練習

（表 1)

花の描き方の練習

花を描く

動物を描く

果物を描く

先
端
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
粉
を

付
け
た
ペ
ン
1
本
で
、
コ
ッ
プ
な

ど
の
ガ
ラ
ス
面
に
自
由
に
絵
や
模

様
を
刻
み
込
む
ガ
ラ
ス
彫
刻
の
技

法
の
一
っ
、
そ
れ
が
グ
ラ
ス
リ
ッ

ツ
ェ
ン
で
す
。
世
界
に
一
っ
し
か

な
い
、
あ
な
た
だ
け
の
す
て
き
な

宝
物
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容
1
1
表
1
の
と
お
り

▽
時
間
1
1
午
前
10
時

S
正
午

▽
会
場
1
1
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー

（
京
王
線
平
山
城
址
公
園
駅
前
）

※
車
で
の
来
場
は
f
J

遠
慮
を

▽
講
師
1
1
鈴
木
澄
子
氏
（
グ
ラ
ス

中世日本の随筆を読む・講座日程表 （表 2)

『方丈記』を読む(2)

『徒然草』を読む(I)

『徒然草』を読む (2)

8
野
市
手
話
講
習
会

中
級
ク
ラ
ス
を
開
講

実践女子短期大学教授

佐藤辰雄氏

実践女子短期大学講師

白石美鈴氏

リ
ッ
ツ
ェ
ン
を
楽
し
む
会
講
師
）

▽
対
象
1
1
市
内
在
住

・
在
勤
・
在

学
者
20
人
（
先
着
順
）
※
申
込
多

数
の
場
合
は
七
生
中
・
平
山
中
地

区
の
方
を
優
先

▽
費
用
1
1
材
料
費
5
千
500
円
程
度

▽
持
ち
物
1
1
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、

は
さ
み
、
柔
ら
か
い
布
、
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
、
黒
い
布
（
ハ
ン
カ
チ

=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

す
。
キ
ャ
ン
プ
全
般
に
つ
い
て
学
▽
申
込
み
1
1
8
月
15
日
面
ま
で
に

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
総
合
的
な

電
話
で
生
涯
学
習
課
(6
内
線
534)

キ
ャ
ン
プ
技
術
が
身
に
着
き
ま
す
。
ヘ

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8
月
28
日
困
午
前
9
時

S
2
9
日
画
午
後
5
時
※

1
泊
2
日

▽
会
場
1
1
自
然
体
験
広
場
（
仲
田

小
隣
）

▽
内
容
11
キ
ャ
ン
プ
全
般

▽
講
師

11土
井
彰
氏
（
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ア
ク
テ
ィ
ブ
余
暇
学
習
研
究
所

代
表
）

▽
対
象
1
1
1
6
歳
以
上
の
方
20
人
※

キ
ャ
ン
プ
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
費
用
1
1
4
千
円

芥
川
龍
之
介
の
原
作
を
黒
沢
明

監
督
が
独
特
の
映
画
手
法
で
演

出、

1
9
5
1
年
ベ
ネ
チ
ア
映
画

祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
、
同
年
ア
カ

デ
ミ
ー
外
国
映
画
賞
受
賞
、
世
界

に
日
本
映
画
の
水
準
の
高
さ
を
示

し
た
作
品
（
写
真
）
。
こ
の
作
品
で

黒
沢
監
督
は
世
界
の
ク
ロ
サ
ワ

に
、
主
演
の
三
船
敏
郎
と
京
マ
チ

子
は
国
際
ス
タ

ー
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
第
1
回
ひ
の
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
前
夜
祭
で
の
上

映
と
な
り
ま
す
（
白
黒
88
分）。

▽
日
時
1
1
8
月
22
日
固
午
後
7
時

30
分
ご
ろ
か
ら

▽
会
場

11同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会

場
（
仲
田
小
隣
、
旧
桑
園
跡
地
）

※
野
外
上
映
。
雨
天
の
場
合
は
中

央
公
民
館
。
申
し
込
み
を

学
校
で
習
っ
た

一方
丈
記
』
と

「徒
然
草
』
を
、
細
か
い
文
法
や

解
釈
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
読
み
ま

す
。
作
品
が
時
代
を
超
え
て
何
を

語
り
か
け
て
く
れ
る
の
か
を
学
ん

人
権
擁
護
委
員
活
動

●
緊
急
座
談
会
（
子
ど
も
の
居
場

▽
費
用
1
1
資
料
代
300
円
※
当
日
徴

所

づ

く

り

）

収

立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
る
「
非

●
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
（
笑
顔

行
少
年
」
を
、
地
域
社
会
は
ど
う
で
キ
ャ
ン
プ
！
）

受
け
止
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
話
▽
日
程
1
1
8
月
23
日
山
S
2
4
日
回

し
合
い
ま
す
。
・

※
1
泊
2
日

▽
日
時
1
1
8
月
10
日
回
午
後
1
時

▽

会
場
11檜
原
フ
ァ
イ
ト
村

30
分
S
4
時

▽

内

容

11川
の
水
の
流
れ
出
る
も

▽
会
場
1
1
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
と
を
探
し
に
行
こ
う
I
.

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
6
8
1
.
7
5
8
0
ヘ

＊
第

F1 
＇ 

以
上
の
大
き
さ
）

※
申
し
込
み
を
。

で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師
11表
2
の

と
お
り

・

▽
時
間

11午
後
2
時
S
4
時

▽
会
場
1
1
実
践
女
子
短
期
大
学
※

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

▽
対
象

11市
内
在
住

・
在
勤
・
在

学
者
100
人
（
先
着
順
）

▽
後
援
11実
践
女
子
短
期
大
学

※
申
し
込
み
を
。

し
の
竹
を
細
く
さ
い
て
1
本
1

め

力

し

本
を
材
料
と
し
て
編
ん
で
「
目
籠
」

が
作
ら
れ
ま
す
。
そ
の
技
術
を
応

用
し
て
か
わ
い
い
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
り
ま
す
。
昔
の
人
の
知
恵
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
音
楽
ガ

▽
日
時
11
8
月
5
日
g
S
8
日
画

ム
ラ
ン
を
伴
奏
に
森
の
中
の
幻
想
午
前
9
時
30
分
S
1
1
時
30
分

的
な
影
絵
芝
居
を
お
楽
し
み
く
だ

▽
会
場
1
1
し
ん
め
い
児
童
館

さ
い
。
第
1
回
ひ
の
ア
ー
ト
フ
ェ
▽
指
導

11山
本
恭
三
氏
（
サ
ー
ク

ス
テ
ィ
バ
ル
本
祭
の
最
終
プ
ロ
グ
ル
「
し
の
竹
」
代
表
）
、
神
保
ヤ
ス

ラ
ム
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
氏
（
同
会
員
）

▽
日
時
1
1
8
月
23
日
g
午
後
7
時

▽

対
象
11全
日
程
参
加
で
き
る
小

30
分
t
J

ろ

か

ら

学

4
年
生
以
上
10
人
（
先
着
順
、

▽
会
場
1
1
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
し
ん
め
い
児
童
館
と
合
わ
せ
て
）

場
（
仲
田
小
隣
、
旧
桑
園
跡
地
）
※
し
ん
め
い
児
童
館
と
共
催
。
申

※
雨
天
の
場
合
は
中
央
公
民
館
し
込
み
を
。

ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
｀
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
‘
ヽ
｀
ヽ
‘
ヽ
｀
ヽ
｀
ヽ
‘
ヽ
｀
ヽ
‘
ヽ
｀
ヽ
｀
ヽ
‘
、
‘
ヽ
‘
ヽ
‘

▽
日
時

1
1
9
月
3
日
S98年
3
月

11
日
の
原
則
と
し
て
毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
S
9時

▽
会
場
1
1
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ

か
※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
対
象

11日
野
市
手
話
講
習
会
を

過
去
に
修
了
し
、
簡
単
な
単
語
レ

ベ
ル
の
会
話
が
で
き
る
方
30
人

▽
費
用
1
1
教
材
費
実
費

▽
申
込
み
1
1
8
月
11
日
⑮
（
必
着
）

▽
対
象

11小
、
中
学
生

▽
費
用
1
1
3
千
500
円
（
交
通
費
、

食
費
、
保
険
料
ほ
か
）
※
当
日
徴
収

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
申
込
み
1
1

8
月
8
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
誉
弓
、
事
業
名
を
記
入
し
、

平
清
太
郎

(-F191
新
井
863
の
64)

ヘ▽
問
合
せ
先

11広
報
課
市
民
相
談

担
当

(6
8
5
.
2
0
0
0
)

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話

(
F
A
X
)
番
号
を
、

返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
(
〒
191
神
明
1
の
12
の
1

6
内
線
534)
へ
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選97

年
度
日
野
市
教
育
委
員
会

第
1
回
臨
時
会
が

7
月
1
日

に
、
第
4
回
定
例
会
が
7
月
9

日
に
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

＾
第
1
回
臨
時
会
＞

＠
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
ラ
バ
ン
を
つ

く
ろ
う

▽
日
時
1
1
5
日
g
S
7
日
困
午
前

10
時
S
1
1
時

＠
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時

1128
日
困
午
後
2
時
30
分

S
4
時、

29
日
画
午
前
10
時
S
l
l

時
30
分

＠
キ
ラ
キ
ラ
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ

う

(12
日

gs14日
困
）
＠
移
動

児
童
館
・
観
劇
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

ー
シ
ュ
」

(26
日

g)は
問
い
合
わ

せ
を

⑥
よ
う
じ
の
つ
ど
い

▽
日
時
・
対
象
1120
日
困
：
・
2
.

3
歳
児
と
親
、

21
日
困
…
1
歳
児

と
親
※
時
間
は
午
前

10
時

30
分

S
1
1
時
30
分

▽
内
容
1
1
夏
あ
そ
ぴ

⑥
ミ
ス
テ
リ
ー
大
会

▽
日
時

1127
日
困
午
後
6
時
S
8

時◎
審
議
事
項

▽
教
育
委
員
会
教
育
長
候
補
者

の

決

定

に

つ

い

て

同

意

＾
第
4
回
定
例
会
＞

◎
審
議
事
項

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
人

事

に

つ

い

て

同

意

▽
日
野
市
立
学
校
適
正
配
置
等

検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
制
定

に

つ

い

て

同

意

▽
第
20
期
日
野
市
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て
同
意

▽
日
野
市
社
会
教
育
関
係
団
体

補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
を
改

正
す
る
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

同
意

◎
報
告
事
項

▽
97
年
度
小
中
学
校
研
究
奨
励

（
学
校
奨
励
）
に
つ
い
て
ほ
か

3
件次

回
の
定
例
会
は
、

8
月

14

日
困
午
後
2
時
に
開
催
予
定
で

す。

（
教
育
委
員
会
庶
務
謀
）

み
さ
わ
児
童
館

6
9
1
.
3
4
5
6
 

も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

6
9
1
.
7
0
0
1
 

ひ
ら
や
ま
児
童
館

6
9
2
.
6
8
1
1
 

あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

6
8
3
.
4
3
4
6
 

＊
お

▽
出
演
1
1
セ
ト
ゥ
バ
ン
ダ
（
梅
田

英
春
ほ
か
）

※
申
し
込
み
を
。

R国＠謁

訳目
▽
内
容

11お
ば
け
や
し
き
、
野
外

映
画
会
ほ
か

濠
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

＠
草
木
染
め
を
や
っ
て
み
よ
う
／
．

(20
日
困
）
＠
夏
休
み
電
気
工
作

「
ソ
ー
ラ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

(28
日

困
）
は
問
い
合
わ
せ
を

＠
星
空
映
画
会
S
8
月
6
日
（
原

爆
）
を
考
え
よ
う

▽
日
時
1
1
6
日
困
午
後
7
時
30
分

S
9時

▽
内
容
1
1

「夏
服
の
少
女
た
ち
」

「
ピ
カ
ド
ン
」
ほ
か

※
幼
児
、
小
学
校
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
。
中
央
公
民
館
共
催
。

＠
お
ば
け
や
し
き

▽
日
時
1130
日
田
午
後
1
時
30
分

S
3
時、

9
月
1
日
回
午
前
10
時

S
1
1
時

30
分
と
午
後

1
時

30
分

S
3
時

＠
チ
ピ
ッ
コ
水
あ
そ
び

(
5
日

g
.
1
3
日
困
・

20
日
困
）
＠
夏
休

み
工
作
「
可
愛
い
宝
箱
」

(
6
日

困
•
7

日
困
）
＠
夏
休
み
H
作
「
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
」

(11
日
回
）
＠
夏
休

み
H
作
「
ア
ン
ダ
リ
ア
で
作
る
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
」

(18
日
回
・
21

日
困
）
は
問
い
合
わ
せ
を

⑥
リ
ー
ダ
ー
と
あ
そ
ぽ
う

S
み
ず

あ
そ
び

S

▽
日
時
1119
日
g
午
前
10
時
S
l
l

図書館のおはなし会は

令月はお休みします

[>問合せ先＝中央図書館（ff81 ・ 7354) 

高幡図書館（ff91 ・ 7322) 

時▽
対
象

11小
学
生
以
上
40
人

▽
持
ち
物
1
1
着
替
え
一
式

＠
夏
休
み
電
気
工
作
「
ソ
ー
ラ
ー

メ
ロ
デ
ィ
ー
」

▽
日
時
1126
日
g
午
前
9
時
S
l
l

時
30
分

▽
対
象
11
小
学
生
以
上

30
人

＠
和
紙
染
め
う
ち
わ

(18
日
⑲
）

＠
タ
オ
ル
の
う
さ
ぎ

(25
日
回
）

は
問
い
合
わ
せ
を

＠
よ
う
じ
水
あ
そ
び
の
日

▽
日
時
1
1
6
日
困
午
前
10
時
S
l
l

時
45
分

▽
持
ち
物

11着
替
え
一
式
、
タ
オ

ル
、
水
鉄
砲
な
ど
の
お
も
ち
ゃ

＠
夏
ま
つ
り
／
．
じ
ど
う
か
ん

d
e

N
i
g
h
t
 

▽
日
時
1130
日
g
午
後
5
時
S
7

時

30
分

▽
内
容
1
1
つ
く
ろ
う
I
．
コ
ー
ナ

ー
、
ゲ
ー
ム
各
種
、
模
擬
店
、
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
ほ
か

▽
対
象
11中
学
・
高
校
生

※
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
出
演
バ
ン
ド
を

募
集
中
。

＠
つ
く
ろ
う
／
．
竹
（
目
寵
）
で
つ

く
る
コ
ー
ス
タ
ー

(
5
日

g
s
8

日
画
）
＠
映
画
会

(13
日
困
）
＠

つ
く
ろ
う
／
．
か
い
ち
ゅ
う
で
ん
と

う
・
ソ
ー
ラ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー

(20

日
困
）
＠
お
ば
け
の
映
画
会

(29

日
画
）
＠
よ
う
じ
の
日
参
加
親
子

募
集
／
ほ
問
い
合
わ
せ
を

し
ん
め
い
児
童
館

6
8
3
.
6
5
8
8
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■日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
案
内
説
明
会

▽
日
時
1
1
8
月
4
日
・

14
日
午
前

9
時
30
分
か
ら
▽
会
場
11
市
立
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
II

シ
ル
バ
ー
体
験
記
、
概
要
説
明
▽

問
合
せ
先
11
同
セ
ン
タ
ー

(
6

8
1
.
8
1
7
1
)
 

■ス
ト
レ
ッ
チ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
と

幼
児
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
ご
一
緒
に

▽
日
程
1
1
8
月
5
日
▽
時
間

・
対

象
11
午
前
10
時
30
分
S
正
午
…
成

人
女
性
※
初
心
者
／
午
後
1
時

S
2
時
：
・
幼
児
▽
会
場
11
フ
ォ
ー

ラ
ム
英
（
平
山
橋
南
詰
め
）
▽
費

用
11300
円
（
茶
菓
子
代
）

▽
間
合

と
ぐ
ち

せ
先
11
渡
口

(
6
9
3
.
7
0
0
9
)

■日
野
郵
便
局

夏
休
み
親
子
絵
手
紙
教
室

▽
日
時
1
1
8
月
7
日
午
後

1
時

S
4
時
▽
会
場
11
同
郵
便
局
▽
対

象
11
親
子
先
着
20
組
▽
申
込
み
先

11
同
郵
便
局
(6
8
1
.
4
0
0
0
)

■お
ち
か
わ
屋
ク
ラ
フ
ト
教
室

▽
日
時
11
8
月
8
日
午
後
1
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11
第
2
お
ち
か
わ

屋
（
落
川
865
の
2
)
▽
内
容
11
小

鳥
の
印
鑑
入
れ
▽
定
員
11
先
着
5

人
▽
費
用
11
千
円
▽
持
ち
物
11
エ

プ
ロ
ン
、
軍
手
、
印
鑑
、
彫
刻
刀

（
お
持
ち
の
方
）

▽
申
込
み
先
II

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
お
ち
か
わ
屋

(
6
9
2
.
0
6
0
1
)
 

■多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ

ー
の
行
事
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

①
納
涼
祭
▽
日
時
1
1
8
月
30
日
午

後
1
時
S
8
時
※
雨
天
実
施
▽
内

容
11
盆
踊
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ほ
か
②
卓
球
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ

ス
ン

▽
日
程
1
1
9
月
6
日
・

8

日

・
9
日

・
12
日
・

14
日

・
20
日

※
時
間
は
問
い
合
わ
せ
を
③
水
泳

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

▽
日
時

1
1
9
月
11
日
S
1
0
月
23
日
の
木
曜

日
午
前
10
時
S
1
1
時
30
分
④
親
子

水
泳
教
室
▽
日
時
1
1
9
月

20
日

S
1
1
月
8
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後

3
時
S
4
時
30
分
（
全
8
回
）

▽

定
員
11
20
組
⑤
卓
球
大
会
▽
日
時

1110
月
26
日
午
前
9
時
S
午
後
6

時
以
上

▽
会
場
11
同
セ
ン
タ
ー

（国
立
市
）
▽
対
象
11身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
※
④
は
愛

の
手
帳
を
お
持
ち
の
6
歳
S
1
2
歳

児
と
そ
の
介
護
者
を
含
む
▽
申
込

み
11
①

S
③
は
当
日
直
接
会
場

へ
。
④
は
8
月
10
日
ま
で
⑤
は
9

月
11
日
s
3
0
日
に
電
話
ま
た
は
F

A
X
で
、
同
セ
ン
タ
ー

(
6
7
3
.

3
8
1
1
/
FAX
7
4
.
8
5
7
9
)

へ

■都
立
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
会
館

偉
康
体
力
つ
く
り
教
室

▽
日
時
1110
月
3
日

・
7
日

・
9

日
・
14
日
・
17
日
・
22
日
・
24
日
・

28
日
午
前
10
時

S
正
午
（
全
8
回）

※
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
9
月
19
日

か
26
日
に
実
施
▽
会
場
11
同
会
館

（
昭
島
市
）

▽
内
容
11
水
中
リ
ズ

ム
体
操
、
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ほ

か
▽
対
象
11多
摩
地
域
在
住
・
在

勤
者

80
人
※
高
校
生
以
下
を
除

く
。
申
込
多
数
は
抽
選
▽
費
用
11

2
千
320
円
▽
申
込
み
1
1
8
月
20
日

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
住
所
、
年
齢
、
性
別
、

電
話

番
号
、
得
意
種
目
で
泳
ぐ
こ
と
の

出
来
る
距
離
、
健
康
体
力
つ
く
り

教
室
の
過
去
の
参
加
回
数
、
健
康

体
力
つ
く
り
教
室
（
水
中
プ
ロ
グ

ラ
ム
コ
ー
ス
）

希
望
を
記
入
し
、

都
立
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
会
館
事
業
普

及
係
(
〒
196
昭
島
市
東
町
5
の
13

の
1
6
4
4
.
4
1
5
2
)

へ

■放
送
大
学
学
生
募
集

▽
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
た

同
大
学
の
平
成
9
年
度
学
生
を
募

集
▽
対
象
11
こ
と
し
10
月

1
日
現

在
18
歳
以
上
の
方
▽
受
付
期
限
II

8
月
15
日
▽
出
願
書
類
の
請
求

・

問
合
せ
先
11放
送
大
学
東
京
第

一

学
習
セ
ン
タ
ー

(
6
0
3
.
5
4
8

6
.
7
7
0
1
)
 

■入
国
警
備
官
募
集

▽
対
象
11
昭
和

49
年
4
月
2
日

S
同
55
年
4
月
1
口
生
ま
れ
の
方

▽
雰
集
人
数
11約
50
人
▽
第
1
次

試
験
日
1
1
9
月
28
口
▽
受
付
期
間

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月

15日
（
必
着
）
、

15日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。

な
お
、
締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

1
1
8
月
18
日
S

9
月
1
日
▽
出
願

書
類
の
請
求

・
問
合
せ
先
11
人
事

院
関
東
事
務
局

(6
0
3
.
3
2
1

4
.
1
6
2
1
)
 

■八
王
子
青
年
の
家

ふ
れ
あ
い
遊
ラ
ン
ド
参
加
者
募
集

▽
日
時
1
1
9
月
認
日
午
後

3
時

S
1
4
日
午
後
3
時

(1
泊
2
日）

▽
会
場
11
同
青
年
の
家
（
八
王
子

市）

▽
内
容
11
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
を
通
し
て
障
害
児
者
と
の
交

流
を
深
め
る
▽
募
集
区
分

・
定
員

II①
宿
泊
参
加
：
障
害
児
者
と
保

護
者
先
着
5
組

10
人
②
講
演
会

(14
日
）
の
み
参
加
：
16
歳
以
上

の
方
先
着

50
人
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
宿
泊
）
…
16
歳
s
3
0
歳
の
方
18

人
※

8
月
2
日
S
1
7
日
に
申
し
込

み
を
。
申
込
多
数
は
抽
選
▽
費
用

1
1
1
人
2
千
100
円
※
②
は
無
料
▽

申
込
み
先
11
同
青
年
の
家

(
6
0

4
2
6
.
5
.
0
1
9
4
-

3
 

■多
摩
更
生
園
「
木
の
実
ま
つ
り
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
活
動
日
時
11毎
週
月
曜
日
午
後

2
時
S
3
時
30
分
▽
内
容
1110
月

26
日
に
行
う
同
ま
つ
り
当
日
、
ま

た
は
そ
れ
ま
で
の
手
伝
い
▽
会

場
11
同
園
▽
問
合
せ
先
11同
園
地

域
交
流
グ
ル
ー
プ

(6
9
1
.
6
8

8
5
)
 

■
「
都
民
劇
場
」
秋
の
会
員
募
集

▽
優
秀
な
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

歌
舞
伎
等
が
安
い
会
費
で
鑑
賞
で

き
る
会
員
制
団
体
▽
費
用
11
入
会

金
千
円
※

8
、
9
月
中
は
500
円
に

割
り
引
き
▽
問
合
せ
先
11
闘
都
民

劇
場

(6
0
3
.
3
2
8
9
.
4
6

2
1
)
 

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
二
ど
も
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

▽
日
時
1
1
8
月
27
日
午
後

1
時

S
4
時
▽
内
容
11
ペ
ン
ダ
ン
ト、

ミ
ニ
ラ
ン
プ
ほ
か
▽
対
象
11
小
学

3
年
S
中
学
生
10
人
※
小
学
2
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
可
▽
費

用
1
1
3
千
150
円
、
親
子
5
千
250
円

（
材
料
費
別
）

▼
は
じ
め
て
簿
記

教
室
S
1
1
月
3
級
受
験
を
め
ざ
し

て
▽
日
時
1
1
9
月
5
日
S
1
1
月
14

日
の
金
曜
日
（
全
10
回
）
午
後
7
時

S

9
時
▽
費
用
1
1
2
万
6
千
250
円

以
上
▽
会
場
11
同
セ
ン
タ
ー
南

平
館
▽
問
合
せ
先
11
同
セ
ン
タ
ー

(6
82
.
3
1
3
6
)
 

逗

も
ょ
お
レ

■講
演
会
「
心
の
病
と
家
族
」

▽
日
時
1
1
8
月
7
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
▽
会
場
11中
央
福
祉
セ

ン
タ
ー
▽
講
師
11
菊
本
弘
次
氏

（
多
摩
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
医
師
）
※
ど
な
た
で
も
▽
問

合
せ
先
11
日
野
精
神
障
害
者
家
族

会
（
竹
之
内
6
8
1
.
8
6
3
2
)

■第
23
回
多
摩
平
夏
の
ま
つ
り

▽
日
程
・
内
容
1
1
8
月
9
日
…
み

こ
し
、
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
大
民
踊

流
し
ほ
か
／
10
日
…
み
こ
し
、
腹

話
術
、
鼓
笛
隊
、
和
太
鼓
、
一
輪

車
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
大
パ
レ
ー
ド

（
全
日
本
き
も
の
装
い
の
女
王
）

ほ
か
▽
時
間
11午
前
10
時

S
午
後

8
時
▽
会
場
11
J
R
豊
田
駅
北
側

※
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
あ
り
。
ま
つ

り
当
日
の
作
品
を
募
集
▽
問
合
せ

先
11
同
実
行
委
員
会

（土
屋
6

8
1
.
2
3
1
7
)
 

■ワ
ク
ワ
ク
い
き
も
の
探
検
「
鳥

の
巣
を
探
そ
う
」

▽
日
時
1
1
8
月
23
日
午
前
9
時
30

分
S
午
後
0
時
30
分
※
京
王
線
南

平
駅
前
集
合
▽
会
場
11南
平
丘
陵

公
園
、
日
本
野
鳥
の
会
W
I
N
G

ほ
か
▽
内
容
11
野
鳥
と
そ
の
巣
の

観
察

・
撮
影
▽
講
師
11峯
岸
典
雄

氏
（
鳥
の
巣
研
究
家
）
ほ
か
▽
対

象
11
小
学
生
以
上
先
着

50
人
※
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
▽
費
用
11500

円
※
高
校
生
以
下
200
円
▽
持
ち
物

11
弁
当
、
カ
メ
ラ
、
双
眼
鏡
（
お

持
ち
の
方
）
▽
申
込
み
11
往
復
ハ

ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
氏
名
、

住
所
、
年
齢

電
話
番
号
を
記
入

し
、
多
摩
い
き
も
の
友
の
会
（
〒

191
高
幡
333
の
102
ネ
イ
チ
ャ
ー
＆
カ

ル
チ
ャ
ー
内
6
9
3
.
0
2
2
1
昼

間
）
へ

■工
学
院
大
学

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
祭

▽
日
時
1
1
8
月
23
日
・

24
日
午
前

10
時

S
午
後
4
時
※
雨
天
実
施
▽

会
場
11
同
大
学
八
王
子
校
舎
（
八

王
子
市
）
▽
内
容
11
大
学
の
先
生

と
楽
し
む
「
理
科
教
室
」
▽
対
象

11
小
、
中
学
生
▽
問
合
せ
先
11
同

大
学

(
6
0
4
2
6
-
2
8
.
4
8

8
3
)
 

■日
野
療
護
園

「第
15
回
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
」

▽
日
程
1
1
8
月
23
日
▽
時
間
・
内

容
11午
後
2
時
S
4
時

：
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
／
午
後
6
時
S
8
時
：・

盆
踊
り
、
模
擬
店
▽
会
場

11
同
園

※
車
で
の
来
場
は
こ
遠
慮
を
▽
問

合
せ
先
11同
園
（
鍋
田
6
9
3
-
2
4

2
1
)
 

■都
立
科
学
技
術
大
学
公
開
講
座

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
を
用
い

た
英
会
話
教
室
▽
日
時
1
1
8
月
23

日
S

9
月
27
日
の
毎
週
土
曜

・
日

曜
日
午
後
1
時
30
分
S
4
時
30
分

(
9
月
14
日
を
除
く
全
10
回
）
▽

定
員
1150
人
※
申
込
多
数
は
抽
選

▽
費
用
1
1
1
万
4
千
円
②
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
と
実
験

▽
日
時
1
1
9
月
6
日
・

13
日
・

20

日

・
27
日
午
後
2
時
S

6
時
（
全

4
回
）

▽
内
容
11初
級
、
中
級
、

機
械
語
、
応
用

・
研
究
の
4
コ
ー

ス
▽
定
員
11各
コ
ー
ス

20
人
▽
費

用
1
1
2
万
7
千
円

以
上
▽
会
場
11
同
大
学
▽
申
込

み
11①
は
8
月
11
日
、
②
は
8
月

22
日
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
（
自
宅
及
び
勤
務
先
）
、
職
業
を

記
入
し
、
都
立
科
学
技
術
大
学
公

開
講
座
担
当

(〒
191
旭
が
丘
6
の

6
6
5
.
5
1
1
1
)

へ

■都
立
短
期
大
学
公
開
講
座

▽
日
時
1
1
9
月
2
日
・

9
日
午
前

10
時
S
1
1
時
30
分、

16
日
午
前
10

時

S
午
後
0
時
30
分
ま
た
は
午
後

1
時
30
分
S
4
時
（
全
3
回）

▽

会
場
11
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
・
ア
イ
ム
（
立
川
市
）

▽
内
容

11お
い
し
く
食
べ
て
健
康

S
調
理

と
油
脂
▽
定
員
1160
人
※
申
込
多

数
は
抽
選
。

3
歳

S
末
就
学
児
の

保
育
あ
り
▽
申
込
み
1
1
8
月
20
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

16
日
の
希
望
時
間
帯

（
午
前
か
午

後
）
、
保
育
希
望
の
有
無
を
記
入

し
、
都
立
短
期
大
学
学
務
課
(
〒

196
昭
島
市
東
町
3
の

6
の
3
3
6

4
3
.
3
0
0
1
)

へ

■料
理
実
習
講
習
会
S
料
理
の
基

本
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

▽
日
時
1
1
9
月
6
日
S
1
1
月
1
日

の
隔
週
土
曜
日
午
前

9
時
45
分

S
午
後
2
時
▽
会
場

11多
摩
友
の

家
（
立
川
市
）
▽
費
用
1
1
1
万
4

千
円
▽
問
合
せ
先
11
多
摩
友
の
会

（
岩
城

6
9
2
.
4
8
7
4
)

■都
立
八
王
子
北
高
校
公
開
講
座

①
初
心
者
の
た
め
の
ワ
ー
プ
ロ
教

室
▽
日
時
1
1
9
月
6
日
午
後
1
時

30
分
S
4
時
30
分、

13
日
午
前
9

時
S
午
後
4
時
30
分
▽
対
象
11社

会
人
30
人
②
英
会
話
入
門
▽
日
時

1
1
9
月
13
日

・
14
日

・
15
日
午
前

9
時

S
正
午
▽
対
象
11社
会
人
20

人
▽
持
ち
物
11
英
和
辞
典

以
上
▽
会
場

11同
校
▽
申
込
み

II①
は
8
月
27
日
、
②
は
9
月
6

日
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
教

室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
氏
名
、

住
所
を
記
入
し
、
都
立
八
王
子
北

高
校
(
〒
193
八
王
子
市
楢
原
町
601

6
0
4
2
6
-
26
.
3
7
8
7
)
 

ヘ
※
申
込
多
数
は
抽
選

■映
画
「
地
球
交
響
曲
S
ガ
イ
ア

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
と
講
演

▽
日
程
1
1
9
月
13
日
▽
時
間

・
内

容
11午
後
2
時
S
4
時
10
分
と
午

後
6
時
S
8
時

10
分
…
映
画
上

映
／
午
後
4
時
40
分
S
5
時
30
分

…
湯
JI
れ
い
子
氏
（
音
楽
評
論
家
）

の
講
演
※
講
演
は
小
学
生
以
下
不

可
▽
会
場
11
市
民
会
館
▽
費
用
11

映
画
の
み
千
円

（小
学
生
500
円）、

映
画
と
講
演
千
800
円
▽
申
込
み
先

11
日
野

(6
8
2
.
2
2
8
4
)

■都
立
日
野
高
校
公
開
講
座

「
書
道
の
基
礎
」

▽
日
時
1
1
9
月
13
日
・

27
日、

10

月
11
日

・
25
日、

11
月
8
日

・
22

日
午
前
10
時
S
正
午
（
全
6
回）

▽
会
場
11
同
校
▽
定
員
1130
人
※

申
込
多
数
は
抽
選
▽
申
込
み
1
1
8

月
15
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
氏

名
、
住
所
、
年
齢
性
別
、

電
話

番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
氏
名
、

住
所
を
記
入
し
、
都
立
日
野
高
校

公
開
講
座
係
(
〒
191
石
田

1906

1
.
7
1
2
3
)

へ

8
 密

点
ま

■こ
と
ぶ
き
大
学
川
柳
ク
ラ
ブ

▽
毎
月
第
4
土
曜
日
午
前
10
時
30

分
＼
正
午
に
三
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
▽
費
用
11月
千
円
※
初
心

者
歓
迎
▽
問
合
せ
先
11
田
中

(6

-
2
1
1
2
)
 

ー

，
 

■木
彫
サ
ー
ク
ル

▽
9
月
か
ら
の
毎
月
第1•

第
3

火
曜
日
午
前
10
時

S
正
午
と
午
後

1
時
S

3
時
に
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
で／
毎
月
第2
•

第
4

土
曜
日
午
前
10
時

S
正
午
に
女
性

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費
用
11入
会

金
4
千
円
、
月
3
千
500
円
▽
持
ち

物
11
彫
刻
刀
▽
問
合
せ
先
11
戸
部

(6
8
4
.
7
1
9
5
夜
間
）

■大
正
琴
「
花
が
た
み
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
S
5
時

に
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽
費
用
11
入
会
金
2
千
円
、

1
回

千
300
円
※
貸
し
琴
あ
り
。
見
学
歓

迎
▽
問
合
せ
先
11飛
田

(6
8
6
.

7
1
3
2
)
 

■べ
た
で
い
い
へ
た
が
い
い
“

新
婦
人
絵
手
紙
小
組

▽
月
2
回
土
曜
日
午
前
10
時

S
正

午
に
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽
内
容
11
ハ
ガ
キ
に
絵
を
描
い
て

短
文
を
添
え
る
▽
費
用
11月
千
円

▽
問
合
せ
先
11
田
代

(
6
9
3
.
4

7
4
4
夜
間
）

象
スポーツ

e体
育
施
設
9
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
程
1
1
8
月
1
日
▽
区
分

・
会

場

・
集
合
時
問
11
テ
ニ
ス
個
人
…

市
役
所
1
階
101
会
議
室
に
午
後
7

時
／
テ
ニ
ス
団
体
…
多
摩
平
支
所

西
側
受
付
に
午
前
9
時
／
野
球
団

体
…
市
役
所
2
階
東
側
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
前
に
午
後
7
時
▼
抽
選
除
外

日
▽
多
摩
平
第
一

公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
1
1
9
月
28
日
▽
旭
が
丘
中
央

公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
1
1
9
月
6

ロ
・

13
日
▽
多
摩
平
第
一

公
園
野

球
場
1
1
9
月
7
日
▽
旭
が
丘
中
央

公
園
野
球
場
1
1
9
月
7
日

・
14

日
・

28
日
※
地
域
開
放
日
ほ
か
▽

問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6

内
線
541

全
市
民
体
育
大
会
軟
式
野
球

▽
日
程
11
8
月
31
日
（
予
定
）

か

ら
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
▽
会
場
11

多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
▽
費
用

11
1
チ
ー
ム
7
千
円
▼
主
将
会
議

▽
日
程
1
1
8
月
10
日
▽
受
付
時
間

11
3
部

・
・
午
前
9
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
、

10
時
30
分
か
ら
抽
選
／

1
.
2
部
…
午
後
1
時
か
ら
受
け

付
け
、

1
時
40
分
か
ら
抽
選

▽
会

場
11市
役
所
5
階
505
会
議
室
※
新

規
登
録
チ
ー
ム
は
事
前
に
問
い
合

わ
せ
を
▽
問
合
せ
先
11ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
6
内
線
543

全
市
民
体
育
大
会
水
泳

▽
日
時
1
1
9
月
7
日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11
市
民
プ
ー
ル
▽

種
目
11
小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
・

壮
年
の
部
で
各
種
目
※

1
人
2
種

目
以
内
（
リ
レ
ー
を
除
く
）

▽
費

用
1
1
1
種
目
300
円
（
リ
レ
ー
は
1

チ
ー
ム
300
円
）
▽
申
込
み
1
1
8
月

25
日
午
後
5
時
ま
で
に
直
接
、
市

役
所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
※

土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。
電
話
申

し
込
み
は
不
可
▽
問
合
せ
先
11ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
543

9
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
教
室

▼
い
い
汗
か
こ
う
エ
ア
ロ
ピ
ク
ス

入
門
教
室

▽
日
時
1
1
9
月
3
日

S
1
0
月
1
日
の
毎
週
水
曜
日
午
前

10
時
S
1
1
時
30
分
（
全
5
回
）
▽

会
場
11
コ
ニ
カ
卸
体
育
館
▼
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
リ
ズ
ム
体
操
教
室
▽

日
時
1
1
9
月
5
日
S
1
0
月
3
日
の

毎
週
金
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
7

時
30
分
S

8
時
30
分
▽
会
場
11
七

生
中
体
育
館

以
上
▽
対
象11
市
内
在
住
•
在

勤
・
在
学
者

50
人
▽
費
用
11100
円

▽
申
込
み
1
1
8
月
12
日
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
誉
方
、
年
齢
性
別
を
記
入

し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
(
〒

191
神
明
1
の
12
の

1
6
内
線
542)
へ
※
申
込
多
数
は

抽
選


